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 序  章 緑の基本計画の前提 

 

 序－１ 緑の基本計画改定の背景と目的 

・緑は、生活に潤いと安らぎを与えるだけでなく、まちの良好な環境や景観を形成するほか、

健康づくりやレクリエーション、防災においても重要な役割を果たしています。本市は、平

成 21 年 3 月に緑の基本計画を策定しましたが、策定から概ね 10 年が経過しており、以

下に示す社会情勢の変化等を踏まえた改定が必要となっています。 

①我が国全体は人口減少時代・超高齢化社会に突入しており、近い将来、人口減少に転じる

ことが見込まれています。 

②都市づくりでは、安心・安全に関する取組がこれまで以上に重視されています。平成 23

年東日本大震災や平成 28 年熊本地震では甚大な被害が生じましたが、近い将来に発生が

危惧される南海トラフ地震では、大きな被害が生じることが想定されています。 

③リニア中央新幹線の開業に伴い、東京一名古屋間の移動が約 40 分となる中で､名古屋市

隣接都市では移住･定住や企業誘致の取り組み等が活発になっており、本市としても、リ

ニアインパクトを見込んだ魅力的な都市づくりが必要となっています。 

④平成 27 年 4 月に制定された都市農業振興基本法に基づき、平成 28 年 5 月には「都市

農業振興基本計画」が閣議決定され、都市農地は「宅地化すべきもの」から、都市に「あ

るべきもの」へと位置づけが大きく転換されました。また平成 29 年 6 月には都市緑地

法等の一部を改正する法律が施行され、都市における緑地・農地の保全･活用によって潤

いのある豊かな都市づくりを推進するため、新たな用途地域（田園住居地域）の創設や、

生産緑地地区の面積要件等が緩和されました。名古屋市に隣接しながら一定の農地を残す

本市においても農地の持つ多様な機能を活かした都市づくりが必要となっています。 
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 序－２ 緑の基本計画の概要 

 １. 緑の基本計画とは 

・緑の基本計画は、都市緑地法第４条に規定される「市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関

する基本計画」として定めるもので、緑の目標、緑の方針、緑の施策に関する基本計画とし

て、緑豊かなまちづくりを市民・事業者・行政・専門家との協働により、総合的かつ計画的

に推進するための指針となるものです。 

 

■緑の基本計画の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・従来の緑の基本計画は、将来に向けての公園配置計画という性格が主で、公園整備にその役

割が果たされてきました。近年では、社会情勢の変化に伴い、都市環境の質的向上を基調と

した都市づくりへの転換に対応した、緑の保全や緑化推進、緑の維持管理に向けた指針づく

りとしての役割が重要となってきています。 

 

 ２. 計画の目標年次 

・計画の目標年次は、都市計画マスタープランとの整合を図り、平成 4１年（2029 年）とし

ます。 

・なお、社会情勢の変化や法律の改正などにより、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

北名古屋市緑の基本計画

緑の基本方針 

・緑の将来像 

・施策の体系 

・計画の目標水準 

緑地の配置計画 

・機能別の緑地の配置計画 

・都市公園の整備方針 

・総合的な緑地の配置方針 

緑の施策 

・緑地保全の施策 

・緑化推進の施策 

・緑化重点地区の設定 

市民・事業者・行政・専門家の協働による総合的かつ計画的な緑化の推進 
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 ３. 計画の対象区域 

・本計画は、市域全域 1,837ha を対象とします。平成 30 年現在、市街化区域面積は 1,210ha、

市街化調整区域面積は 627ha となっています。なお、広域的な観点からは名古屋都市計画

区域（愛知県広域緑地計画）での考え方と整合を図っていきます。 

 

■計画対象区域 

区   域 面   積 割合 

市全域 1,837ha 100.0％ 

都市計画区域 
市街化区域 1,210ha  65.9％ 

市街化調整区域   627ha  34.1％ 

     資料：名古屋都市計画用途地域の変更（北名古屋市決定、平成 29 年 3 月 17 日現在） 

 

 ４. 計画の位置づけ 

・ 北名古屋市緑の基本計画の位置づけは以下のとおりです。 

■上位関連計画との関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

北名古屋市都市計画マスタープラン 
・北名古屋市環境基本計画 

・北名古屋市地域防災計画  

など 

北名古屋市関連計画 即す 

適合 

即す 整合 

・名古屋都市計画区域の整備、 

                     開発及び保全の方針 

・愛知県広域緑地計画 

愛知県策定の上位計画 

北名古屋市緑の基本計画 

整合 

北名古屋市総合計画 
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都市公園 

都市公園 

以外 

民間施設緑地 

 

 ５. 緑の基本計画で対象とする緑地 

・緑の基本計画で対象とする「緑地」は、大きく施設緑地と地域制緑地に区分され、さらに公

共施設緑地、民間施設緑地や法によるもの、条例によるもの、その他に区分されます。 

・以下の緑文字で示した制度等は北名古屋市において現況で施行されている制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：新編緑の基本計画ハンドブック 

※施設緑地は、都市公園や公共・民間の施設として利用できる緑地です。 

地域制緑地等は、法律や協定、条例等により、一定の範囲（区域）を制度的に担保する緑地です。 

都市公園を除く公共空地、国民
公園、自転車歩行者専用道路、歩
行者専用道路、地方自治法設置
又は市町村条例設置の公園、公
共団体が設置している市民農
園、公開している教育施設（国公
立）、河川緑地、港湾緑地、農業
公園、児童遊園、公共団体が設置
している運動場やグラウンド、
こどもの国、等 

市民緑地、公開空地、市民農園（上記以外）、一時開放

広場、公開している教育施設（私立）、市町村と協定等

を結び開放している企業グラウンド、寺社境内地、民間

の屋上緑化空間、民間の動植物園、等 

緑地保全地域（都市緑地法） 
特別緑地保全地区（都市緑地法） 
風致地区（都市計画法） 
生産緑地地区（生産緑地法） 
近郊緑地保全区域（首都圏近郊緑地保全法他） 
歴史的風土保全保存区域（古都保存法） 
歴史的風土特別保存地区（古都保存法） 
景観地区で緑地に係る事項を定めているもの（景観法） 
自然公園（自然公園法） 
自然環境保全地域（自然環境保全法） 
農業振興地域・農用地区域（農業振興地域整備法） 
河川区域（河川法） 
保安林区域（森林法） 
地域森林計画対象民有林（森林法） 
保存樹・保存樹林（樹木保存法） 
景観重要樹木（景観法） 
史跡・名勝・天然記念物等の文化財で緑地として扱えるもの 
（文化財保護法）、等 

条例・要綱・契約、協定等による緑地の保全地区や緑化の協定地区、
樹林地の保存契約、協定による工場植栽地、等 

施
設
緑
地

公共公益施設に 

おける植栽地等

学校の植栽地、下水処理場等の

付属緑地、道路環境施設帯及び

植樹帯、その他の公共公益施設

における植栽地、等

公共施設緑地 

都市公園以外
で公園緑地に
準じる機能を
持つ施設 

法によるもの 

協定によるもの 緑地協定（都市緑地法）、景観協定で緑地に係る事項を定めている

もの（景観法）

条例等によるもの 

 都市公園法で規定するもの 

地
域
制
緑
地
等

緑

地
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 序－3 現在の国の動向 

 

 １. 都市農業振興基本計画 農林水産省（平成 28 年 5 月策定） 

都市農業の振興に当たって、「都市農業の多様な機能の発揮」を中心的な政策課題に据え、こ

れを通じて農地の有効活用及び適正保全を図り、農地と宅地等が共存する良好な市街地の形成を

目指して、平成 28 年 5 月に都市農業振興基本計画が策定されました。 

（1）都市農業基本法の目的及び基本理念 

【目的】 

・平成 27 年４月に、都市農業の安定的な継続を図るとともに、都市農業の有する機能の適切

かつ十分な発揮を通じて良好な都市環境の形成に資することが目的 

【基本理念】 

・都市農業の多様な機能の適切かつ十分な発揮と都市農地の有効な活用及び適正な保全が図ら

れるべきこと 

・都市農業の振興は、農地とその他の土地が共存する良好な市街地形成に資するよう行われる

べきこと 

・幅広い国民の理解の下に、地域の実情に即して、都市農業の振興に関する施策の推進が図ら

れるべきこと 

（２）都市農業の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

・地方計画の策定について 

 

 ２. 都市公園法の一部改正 国土交通省（平成 29 年 6 月改正） 

社会の成熟化、市民の価値観の多様化、都市インフラの一定の整備等を背景とし、緑とオープ

ンスペースが持つ多様性を、都市のため、地域のため、市民のために最大限引き出すことを重視

し、平成 29 年 6 月に都市公園法の一部改正が行われました。 

（1）公募設置管理制度の創設（park-PFI） 

（2）PFI 事業に係る設置管理許可期間の延伸 

（3）保育所等の占用物件への追加（特区特例の全国措置化） 

（4）公園の活性化に関する協議会の設置 

（5）都市公園の維持修繕基準の法令化 ※平成 30 年 4 月 1 日施行を予定 
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３. 都市緑地法の一部改正 国土交通省（平成 29 年 6 月改正） 

民間活力を最大限活かして、緑・オープンスペースの整備・保全を効果的に推進し、緑豊かで

魅力的なまちづくりを実現するため、平成29年6月に都市緑地法の一部改正が行われました。 

（1）緑地保全・緑化推進法人（みどり法人）制度の拡充 

（2）市民緑地認定制度の創設 

（3）緑化地域制度の改正 ※平成 30 年 4 月施行 

（4）緑地の定義への農地の明記 

（5）緑の基本計画の記載事項の追加 ※平成 30 年 4 月施行 

 

４. 生産緑地法等の一部改正 国土交通省（平成 29 年 6 月改正） 

平成 28 年 5 月に策定された「都市農業振興基本計画」との連携を図るため、平成 29 年 6

月に生産緑地法等の一部改正が行われました。 

（1）生産緑地地区の面積要件の引下げ 

【概要】 

・生産緑地地区の面積要件を条例で 300 ㎡（政令で規定、現行 500 ㎡）まで引下げ可能。 

○運用改善 

・併せて、同一又は隣接する街区内に複数の農地がある場合、一団の農地等とみなして指定

可能。（ただし、個々の農地はそれぞれ 100 ㎡以上） 

（2）生産緑地地区における建築規制の緩和 

【概要】 

・営農継続の観点から、新鮮な農産物等への需要に応え、農業者の収益性を高める施設を追加。 

【追加する施設】 

①生産緑地内で生産された農産物等を主たる原材料とする製造・加工施設 

②生産緑地内で生産された農産物等又は①で製造・加工されたものを販売する施設 

③生産緑地内で生産された農産物等を主たる材料とするレストラン等 

（3）特定生産緑地制度 

【概要】 

・生産緑地の所有者等の意向を基に、市町村は当該生産緑地を特定生産緑地として指定でき

る。 

・指定された場合、市町村に買取り申出ができる時期は、「生産緑地地区の都市計画の告示日

から 30 年経過後」から、10 年延期される。10 年経過後は、改めて所有者等の同意を得

て、繰り返し 10 年の延長ができる。 
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 ５.都市計画法の一部改正 国土交通省（平成 29 年 6 月改正） 

都市計画法により定められる用途地域に、「田園住居地域の創設」が追加されました。 

（1）田園住居地域の創設 ※平成 30 年 4 月施行 

【概要】 

■住居系用途地域の一類型として田園住居地域の創設 

・住宅と農地が混在し、両者が調和して良好な居住環境と営農環境を形成している地域を、

あるべき市街地像として都市計画に位置付け、開発／建築規制を通じてその実現を図る。 
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 第１章 上位・関連計画の整理 

 

 １－１ 県の計画 

 

 1．愛知県広域緑地計画（平成 23 年 11 月改定） 

 

項    目 内    容 

計画の理念 都市と自然が調和した環境にやさしいあいちの緑づくり 

基本方針 

環境 都市と自然が調和した環境首都を支える水と緑のネットワーク形成 

安全 東海・東南海・南海地震等の自然災害による被害を軽減する緑の確保

活力 
愛・地球博記念公園などの緑の交流の場づくりやあいちの歴史・景観

資源を活かした緑の確保 

生活 少子高齢社会に対応し健康長寿あいちを目指す公園づくり 

県民協働 
公共※・県民・NPO・モノづくりあいちの企業など、多様な主体で支

えあう県民協働による緑のまちづくり  ※地方公共団体、公共セクター等 

地域別計画（名古屋地域） 

北名古屋市にかかわる記述としては、五条川の河川沿い緑地について、重要地域としての位

置づけが示されている。 

「木曽川、庄内川、日光川及び五条川の河川沿いの緑地は、山地や海洋の冷気を市街地に導入

する風の道を形成するなど、本地域の都市環境を保全するとともに、生態系ネットワークの形

成などに役立つため、水と緑のネットワークの拠点としていくことが必要です。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ － 2 

 

 2．名古屋都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（名古屋都市計画区域マスタ

ープラン） 

項    目 内    容 

都市づくりの基本理念 
高次都市機能と学術・文化・研究開発機能を擁した、世界と交流

する環伊勢湾地域の中枢都市づくり 

都市づくり

の目標  

 

（緑の基本

計画関連項

目を抽出） 

人 口 動 向 等

を 踏 ま え た

住 居 系 市 街

地の形成 

・名古屋市の都心域では、多様な都市機能の集積をいかした都心

居住を促進します。 

・主要な鉄道（軌道）駅周辺では、高齢者をはじめとして誰もが

暮らしやすい居住空間の形成をめざします。 

環境負荷が

小さく、防

災性が高い

都市の構築 

・風の通り道に配慮しながら、河川、公園、緑地、道路などを活

用した自然的環境インフラネットワークを形成して、緑豊かで

快適な都市をめざします。 

・パークアンドライドの取り組みの促進などにより、公共交通の

利用を高め、環境負荷の低減が図られた都市をめざします。 

・地震、水害、土砂災害などに強い都市をめざします。 

 

 

主要な都市

計画の決定

の方針 

自 然 的 環 境

整 備 ま た は

保全 

・都市公園をはじめ、丘陵地や社寺境内の樹林地、市街地周辺の

農地、河川の水辺など、住民にとって身近な自然的環境の整備

や保全を促進します。 

・都市の高温化現象の緩和、生物多様性の保全、災害時の避難経

路の確保といった観点から、河川や道路空間の活用も図りつ

つ、都市公園を拠点とした自然的環境インフラネットワークの

形成を図ります。 

                   北名古屋市 
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  １－２ 市の計画 

 

１．第２次北名古屋市総合計画（平成 30 年 3 月） 

項    目 緑に関する記述（抜粋） 

計画期間 2018-2027 年度 

めざすまちの姿 「健康快適都市」～誰もがいきいきと安全・安心に暮らせるまち～

基本理念 

●「こころ」と「からだ」と「まち」が健康で、活力あるまち 

●便利で安全・安心な質の高いまち 

●やすらぎと愛着を感じ、いつまでも住み続けたいまち 

緑にか

かわる

分野別

目標 

豊かな学びと心

を育み文化の薫

るまちづくり 

（スポーツ・レク

リエーション） 

〇施策が目標とするまちの姿 

・市民一人ひとりが生涯にわたって自主的、主体的にスポーツやレ

クリエーション活動に親しみ、健康とふれあいの喜びを感じてい

ます。 

〇主要施策 

・地域のスポーツ環境の整備 

快適で利便性の

高いまちづくり 

（公園・緑地・緑

化・景観） 

〇施策が目標とするまちの姿 

・市民が公園や緑地を快適に利用しており、市街地や郊外の緑豊か

な景観に温もりやうるおいを感じています。 

〇主要施策 

・ 魅力ある公園や緑地の整備 

（主な取組）→緑の基本計画の推進、五条川プロムナード計画の推

進、大規模公園、緑地の整備、街区公園の整備、児

童遊園の適切な維持管理 

・ 公共空間・市街地の緑化の推進 

（主な取組）→街路樹の植栽、樹木や花の植栽、生産緑地地区、ア

ダプトプログラムの活用 

・ やすらぎある景観の形成 

（主な取組）→景観計画の策定、緑地の保全 

快適で利便性の

高いまちづくり 

（河川・雨水処理） 

〇施策が目標とするまちの姿 

・河川改修や下水道整備が着実に進み、浸水被害や河川の決壊など

の水害のリスクが少なくなっています。 

〇主要施策 

・魅力的な水辺環境の整備 

（主な取組）→水辺公園の整備、河川遊歩道の整備 

魅力的で活力あ

るまちづくり 

（農業） 

 

〇施策が目標とするまちの姿 

・新規就農者や事業者、後継者が安定した農業を経営しています。

市民が農業に親しみ、食の大切さを実感しています。 

〇主要施策 

・ 身近に土とふれあえる機会の充実 

（主な取組）→レジャー農園の整備、地産地消の支援、遊休農地対策
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２．北名古屋市都市計画マスタープラン（平成 21 年 3 月） 

項    目 緑に関する記述（抜粋） 

計画期間 2029 年 

将来都市像 「健康快適都市」～誰もがいきいきと安心・安全に暮らせるまち～ 

基本理念 

Ⅰ. 「こころ」と「からだ」と「まち」が健康で、活力あるまち 

Ⅱ. 便利で安全・安心な質の高いまち 

Ⅲ. 安らぎと愛着を感じ、いつまでも住み続けたいまち 

将来的な都市づ

くりの考え方 

集約された都市のなかで、活力ある産業を育むとともに、 都市と農の共存に

よるゆとりや潤いのある高質な都市づくり 

緑 に か か わ る

「分野別の都市

づくりの方針」

●地域住民の交流の拠点となる身近な公園・緑地について、小学校区ごとに整

備を検討します。  

●市民が憩い、自然と親しむ場として都市農地の活用を検討します。 

●市内の河川や農地は、自然環境資源として都市との共存を図ります。 

●河川や農地等の自然環境や歴史・文化を継承する地域資源を活用し、歩いて

楽しい良好な景観づくりを推進します。 

●農地を活用した治水対策や災害時に防災活動の中心となる拠点整備を推進

し、安全・安心が実感できる防災・減災の都市づくりを図ります。 

●健康ドーム周辺では、既存の医療施設とも連携して防災拠点としての整備を

推進します。 

都市づくり方針

のまとめ 
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３．北名古屋市環境基本計画（改定版）（平成 28 年 3 月） 

項    目 緑に関する記述（抜粋） 

将来都市像 
環 境 共 生 都 市 

～健康で快適なまちをつくろう～ 

 
① 健康で安心して暮らせるまち 

② 地球環境にやさしいまち 

③ 身近な自然が保全され、ゆとりのあるまち 

④ 資源が循環するまち 

⑤ 次世代に誇れるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組み 

⑦生物多様性の保全

・自然環境を保全する活動の促進と支援 

・外来生物の取り扱いに関する情報提供 

・特定外来生物等の駆除 

取り組み 

⑧水辺と緑地の確保

・雨水貯留施設や浸透施設の設置促進 

・社寺林などの保全 

・農地の保全と活用 

・公園や水に親しめる空間の整備 
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4．北名古屋市鉄道沿線まちづくり構想（平成 25 年 2 月） 

項    目 緑に関する記述（抜粋） 

まちの将来像 にぎわいとうるおいが溢れる 快適で安全・安心なまちづくり 

■まちづくり基本構想図 
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項    目 緑に関する記述（抜粋） 

【公園緑地計画】 

公園緑地は、鹿田中央周辺の交流核（市民の交流拠点となる公園）及び地域の交流拠点となる

公園の整備を推進するとともに、市街地整備によって、その他の都市公園の整備を図り、バラン

スの良い公園緑地の配置に努める。 

鉄道沿線において、高架構造物による景観への影響を緩和し、まちの中に緑を多く配置して憩

いと潤いが感じられるとともに、安心して歩行できる空間を確保するため、五条川から（県）春

日井稲沢線につながる緑道を整備し、これを骨格として、幹線道路などの街路樹により水と緑の

ネットワークを形成する。 

また、レジャー農園や社寺林などの民有地におけるまとまった緑の保全・創出を図る。 
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 第２章 現況調査 

 

 ２－１ 自然的条件調査 

 １．北名古屋市の位置 

・本市は、愛知県の北西部にあり、南は名古屋市、東は豊山町、西は清須市、北は小牧市、岩

倉市及び一宮市に接しています。 

・東西は約 6km、南北は約 4km、面積は 18.37km2 と比較的小規模であり、ほぼ全域が名

古屋市の都心部から 10km 圏内に位置しています。 

■北名古屋市の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清須市
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 ２．緑の現況調査 

・本市における緑の大部分は水田、畑による農地で占められており、農地以外の樹林地といわ

れるものは、都市公園の植栽地、公共公益施設の植栽地、民有地の植栽地となっています。 

・水田や畑などの農地は、市街化調整区域にまとまって分布していますが、市街化区域内にお

いても生産緑地として点在しています。 

・都市公園は大坪公園やコッツ山公園など街区公園が 15 箇所（約 4.09ha）と都市緑地で

ある、ふるさと広場（約 0.14ha）があります。他に公共施設緑地として児童遊園が多く整

備されていますが、300〜500 ㎡の規模であり、都市公園のように広いスペースが確保さ

れていません。 

・民有地の植栽地としては、神社・仏閣の樹林などがあり、特に白山社のツブラシイ、長岳院

のクロマツ、松林寺のイチョウと亀甲竹林などが市の天然記念物に指定されています。 

 

■植生区分面積 

植生区分 市街化区域内面積

（㎡） 

市街化調整区域内

面積（㎡） 

総計 

（ha） 

構成比 

（％） 

水田 497,859 2,350,298 284.8 63

畑 647,673 657,327 130.5 29

水辺 49,822 28,815 7.9 2

都市公園の植栽地 25,126 2,250 2.7 1

公共公益施設の植栽地 24,937 68,754 9.4 2

民有地の植栽地 127,785 18,577 14.6 3

計 1,373,203 3,126,021 449.9 100

 

■緑被率 

都市計画区域における緑被率 

 450ha（都市計画区域内の緑被地面積）÷1837ha（都市計画区域面積）×100＝24.5％ 

市街化区域における緑被率 

 137ha（市街化区域の緑被地面積）÷1210ha（市街化区域面積）×100＝11.3％ 

市街化調整区域における緑被率 

 313ha（市街化調整区域の緑被地面積）÷627ha（市街化調整区域面積）×100＝49.9％ 
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■緑の現況調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北名古屋市課税台帳など（平成 28 年） 

■航空写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市域界 
市街化区域界

凡  例 

行 政 区 域 
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 ３．水系 

・本市には、新川をはじめとし 8 本の一級河川があり、総延長は 20,700ｍとなっています。

五条川や合瀬川は、桜並木が整備され市民の散策の場、憩いの場となっています。 

・本市は全域が新川流域に含まれており、新川流域では、河川改修と流出抑制対策を併せて実

施することにより流域全体の治水安全度を向上させる「総合治水対策」を実施しています。 

■一級河川の状況 

水系名 種別 河川名 延長（市内 ｍ） 管理団体 備考 

庄内川 一級河川 新川 2,500  愛知県 改修済み 

〃 〃 大山川 1,000 〃 一部区間改修途中 

〃 〃 合瀬川 3,600 〃 一部区間未改修 

〃 〃 五条川 4,700 〃 改修途中 

〃 〃 鴨田川 3,000 〃 一部区間改修済み 

〃 〃 中江川 1,300 〃 一部区間未改修 

〃 〃 新中江川 1,200 〃 未改修 

〃 〃 水場川 3,400 〃 未改修 

合    計 20,700   

 資料：北名古屋市地域防災計画（平成 28 年 2 月）、新川流域水害対策計画（H26 年 10 月 17 日一部変更） 

■一級河川の状況図 

 

 

 

 

 

 

 

一級河川五条川 
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凡   例 

 市域界 

 主要な道路 

 鉄道 

 河川（改修済み）

 河川（改修途中）

 河川（未改修） 

徳重・名古屋芸大駅 

西春駅 
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 ４．良好な自然特性 

・本市において、良好な植物群及び伝統的・歴史的風土を有する緑として、松林寺、長岳

院、白山社、西春中学校があげられます。いずれの施設も、本市の天然記念物として登

録されている緑が存在しています。 

■土地自然特性 

区    分 規模（ha） 主な内容等 

良好な植物群落 0.06 松林寺（亀甲竹林） 

伝統的・歴史的風土を代表する

緑・水辺等 

— 松林寺（伊吹木） 

— 松林寺（銀杏） 

0.40 白山社（ツブラシイ） 

— 西春中学校（とうかえで） 

— 西春中学校（菩提樹） 

— 長岳院（クロマツ） 

 資料：北名古屋市ホームページ（平成 29 年 7 月現在） 

■土地自然特性図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西春中学校 

松林寺

長岳院

白山社 

 市域界 

 市街化区域界 

 良好な植物群落 

 伝統的・歴史的風土を代表する緑・水辺等 
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              ■松林寺（亀甲竹林 1 ）                       ■松林寺（亀甲竹林 2 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■白山神社（ツブラシイ）                           ■長岳院（クロマツ） 
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 ２－２ 社会的条件調査 

 

 １．文化・歴史施設 

・本市には、高田寺本堂をはじめとする国指定重要文化財が 2 件、国登録有形文化財が 1

件、県指定文化財が 6 件、市指定有形文化財が 18 件、市指定民俗文化財が 8 件、市

指定記念物が 9 件など歴史のある文化財が数多くあります。 

・歴史のある風土の緑として、高田寺や白山社などの社寺の樹林は地区のランドマークと

なっています。他にも旧加藤家住宅、高塚古墳、長岳院、松林寺など、起伏がない平坦

な地形の中で社寺境内地の樹林はまとまった緑を形成しています。 

■文化財 

指定区分 名    称 管理団体等 指定年月日 

国指定重要文化財
1 高田寺本堂 

宗教法人 高田寺 
大正  9. 4. 15 

2 木造薬師如来坐像 大正 11. 7. 15 

国登録有形文化財 3 旧加藤家住宅 北名古屋市教育委員会 平成 11. 11. 18

県指定文化財 

4 白山社本殿 高田寺自治会 昭和 29. 2. 1 

5 木造大黒天立像 宗教法人 高田寺 昭和 30. 5. 6 

6 鋳鉄地蔵菩薩立像 宗教法人 全昌寺 昭和 36. 3. 30 

7 木造五劫思惟弥陀坐像 

宗教法人 平田寺 

昭和 51. 11. 1 

8 絹本著色釈迦三尊図 昭和 54. 3. 22 

9 絹本着色羅漢図 昭和 54. 3. 22 

市指定有形文化財

10 木造愛宕神立像 牟都志神社 昭和 49. 11. 3 

11 木造聖観世音菩薩立像 宗教法人 仁昌寺 昭和 49. 11. 3 

12 木造秋葉神立像 院田町内会 昭和 50. 11. 3 

13 木造阿弥陀如来立像 熊野神社 昭和 51. 11. 3 

14 壺形土器薬師寺 自治会 昭和 51. 11. 3 

15 黒池龍神謡曲 

宗教法人 平田寺 

昭和 59. 8. 1 

16 黒印状付通函 昭和 59. 8. 1 

17 木造天神像 昭和 59. 8. 1 

18 木造薬師像 昭和 59. 8. 1 

19 木造観音像 昭和 59. 8. 1 

20 銅造立山懺悔観世音菩薩立像 
宗教法人 林證寺 

昭和 59. 8. 1 

21 銅造阿弥陀如来立像 昭和 59. 8. 1 

22 銅造釈迦如来立像 宗教法人 長福寺 昭和 61. 4. 1 

23 木造阿弥陀如来坐像 宗教法人 雲太寺 昭和 61. 4. 1 

24 土師器 
歴史民俗資料館 

昭和 61. 11. 3 

25 壺形土器 昭和 61. 11. 3 

26 糞掃衣 宗教法人 普門寺 平成 元 11. 1 

27 絹本著色千手観音画像 宗教法人 霊松寺 平成 元 11. 1 

市指定民俗文化財

28 能田徳若万歳 能田徳若万歳保存会 昭和 47. 11. 3 

29 六ツ師神楽屋形 六ツ師神楽ばやし保存会 昭和 50. 11. 3 

30 熊之庄流鏑馬諸道具 熊之庄文化財保存会 昭和 56. 11. 3 

31 六ツ師神楽ばやし 六ツ師神楽屋形保存会 昭和 60. 9. 1 

32 高田寺白山社神楽太鼓 高田寺白山社神楽太鼓保存会 昭和 60. 9. 1 

33 熊之庄上之切神楽屋形 熊之庄文化財保存会 昭和 61. 11. 3 

34 六ツ師獅子舞 六ツ師獅子舞保存会 平成 9. 4. 15 

35 熊之庄流鏑馬行事 熊之庄文化財保存会 平成 9. 4. 15 

市指定記念物 

36 水埜土惇君治水碑 久地野自治会 昭和 53. 11. 3 

37 伊吹木 

宗教法人 松林寺 

昭和 59. 8. 1 

38 銀杏 昭和 59. 8. 1 

39 亀甲竹林 昭和 59. 8. 1 

40 クロマツ 宗教法人 長岳院 平成 3. 11. 3 

41 ツブラシイ 高田寺自治会 平成 3. 11. 3 

42 高塚古墳 鍜治ケ一色自治会 平成 8. 11. 13 

43 とうかえで 
北名古屋市教育委員会 

平成 8. 11. 13 

44 菩提樹 平成 8. 11. 13 

資料：北なごやの統計（平成 28 年度刊） 
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■文化・歴史施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■旧加藤家住宅             ■少林寺・亀甲竹林 

  

 

 

 

 

 

 

 

             

 

                                                          

 

 

西春駅

徳重・ 

名古屋芸大駅

上小田井駅 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

①～② 国指定重要文化財

③ 国登録有形文化財

④～⑨ 県指定文化財 

⑩～㉗ 市指定有形文化財

㉘～㉟ 市指定民俗文化財

㊱～㊹ 市指定記念物 

普門寺

院田薬師堂

長栄寺

高田寺 

熊野神社 

薬師寺公民館

牟都志神社歴史民俗 

資料館 

北名古屋市歴史民俗資料館

高田古墳 

霊松寺

松林寺 平田寺

水埜土惇君治水碑

雲太寺

西春中学校

㉗

白山社

㊱

⑤
①② 

林證寺

⑦～⑨
⑮～⑲

⑥ ④㉜㊶ 

長 福 寺
㉒ 長岳院

仁昌寺 能田公民館 

旧加藤家住宅 ③ 

⑩㉞ 

⑪

⑫

㊲～㊴

㉖ 

㊸～㊹

㉔㉕

㊵

⑬

㉚㉝㉟

㉙㉛ 

⑭

㊷
㉓ ⑳㉑ 

㉘

全昌寺
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 ２．レクリエーション調査 

・本市のレクリエーション施設は、主な文化施設は 7 施設、主な体育施設として文化の森

物語の広場などがあります。 

・施設の配置を見ると体育施設は比較的分散していますが、文化施設については、旧 2 町

の中心部に集中しています。 

・古くから続く熊野神社の五穀豊穣を祝う伝統行事の流鏑馬は、広域圏におけるレクリエ

ーションや交流の場となっています。 

■レクリエーション施設 

分 類 種 別 施設名 設置主体 

文化施設 

市民会館･ホール 
文化勤労会館 公共 

文化会館 公共 

公民館 
東公民館 公共 

西公民館 公共 

図書館 

東図書館 公共 

西図書館 公共 

視聴覚ライブラリー 公共 

博物館・資料館 歴史民俗資料館 公共 

体育施設 

文化の森物語の広場 公共 

鍜治ケ一色運動広場 公共 

石橋運動広場 公共 

西之保犬井運動広場 公共 

沖村運動広場 公共 

九之坪南運動広場 公共 

九之坪東運動広場 公共 

西之保神ノ戸運動広場 公共 

総合運動広場 公共 

九之坪寺領運動広場 公共 

鹿田運動広場 公共 

高田寺運動広場 公共 

ソフトボール球場 公共 

ジャンボプール 公共 

久地野運動広場 公共 

総合体育館 公共 

健康ドーム 公共 

東部ゲートボール場 公共 

西部ゲートボール場 公共 

その他（祭） 熊野神社 民間 

資料：北なごやの統計（平成 28 年度刊）等 
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■レクリエーション施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ■文化勤労会館                               ■健康ドーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

 文化施設 

 体育施設 

 その他（祭） 

西春駅

徳重・名古屋芸大駅

上小田井駅 

東公民館

ソフトボール球場

東部ゲートボール場 

総合体育館 

歴史民俗資料館 

高田寺運動広場 鹿田運動広場

健康ドーム
九之坪東運動広場

九之坪南運動広場 総合運動広場 沖村運動広場 

西之保神ノ戸運動広場 石橋運動広場 

ジャンボプール
西之保犬井運動広場 

文化の森物語の広場 
西図書館 

文化勤労会館 文化会館

西公民館 

 

鍜治ケ一色運動広場

東図書館 

久地野運動広場 

西部ゲートボール場

九之坪寺領運動広場

熊野神社 

視聴覚ライブラリー 
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 ３．景観特性 

・本市の地形はきわめて平坦であり、田園風景が多く見られます。河川が市街地を囲むよ

うに流れ、その市街地に囲まれるように農地が広がり、その中に歴史や文化を有する社

寺が点在するなど、以下のような特徴的な景観が見受けられます。 

■景観要素及び状況 

区分 景観要素など 代表的な景観など 

自然景観 

河川 
河川、河川敷の景観 合瀬川や五条川の河川敷の桜並木 

地形的な変化に乏しい本市において、河川は重要な景観要素である。 

農地 
市域南側に広がる水田景観 鹿田南部、九之坪の田園風景 

市域南部の市街化調整区域には水田が広がっており、重要な景観要素である。

都市景観 
街並み 

道路 

道路沿いの景観 アートエリアロード、街路樹 

名古屋芸術大学に接続する（都）豊山西春線はアートエリアロードとして、

街路樹とアートが一体となった良好な景観を有している 

歴史景観 
寺社、史跡 

など 

社寺林を持つ神社仏閣や歴史

的建造物 
高田寺、白山社 

まとまった緑の少ない市内にあって、貴重な緑が残されており重要な景観要

素となっている。 

シンボル景観 

       ・ランドマーク 
シンボル的な景観 名古屋芸術大学、文化の森物語の広場、健

康ドーム、コッツ山公園 

■景観要素及び状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

 田園景観 

 河川景観 

 歴史的景観 

 幹線道路 

 桜並木 

 核となる公園・建物景観

天神社 

天王社
高塚古墳 

八幡社

雲太寺
林證寺 

生田社 

名古屋芸術大学

西キャンパス霊松寺
徳円寺 

文化の森物語の広場 東光寺

八幡社 

西春小学校 

児社

普門寺 十所社
円乗寺 

八幡社 

天神社 

松林寺
日吉神社

名古屋芸術大学

東キャンパス 

熊野神社 

長岳院

長栄寺 

コッツ山公園 

旧加藤家住宅 

牟都志神社

白山社 

高田寺 

全昌寺

仁昌寺

院田薬師堂

健康ドーム

平田寺

富士浅間神社

国霊神社
徳重・名古屋芸大駅

西春駅

上小田井駅
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《自然景観》 

   ■合瀬川                                     ■農地 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

《都市景観》 

         ■アートエリアロード                     ■ （都）西春駅東線のケヤキ並木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市役所の緑のカーテン 
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《歴史的景観》 

■高田寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■熊之庄流鏑馬行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ランドマーク・シンボル景観》 

         ■文化の森物語の広場                        ■もえの丘総合福祉センター 
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 ４．防災調査 

・本市では、愛知県の第１次緊急輸送道路として（都）国道 22 号が、第２次緊急輸送道

路として、（都）春日井稲沢線、（都）名古屋江南線の市内の全区間と、一般県道小口名

古屋線の一部が指定されています。 

・北名古屋市地域防災計画において小中学校をはじめとした市内 17 箇所の広域避難場所

が設定されているとともに、45 箇所の避難所が設定されています。 

 

■緊急輸送道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地域防災計画付属資料編（平成 30 年 2 月） 

 

 

 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

 第１次緊急輸送道路（県指定） 

 第２次緊急輸送道路（県指定） 

 避難路（市指定） 

 広域避難場所（避難所との重複あり）

 避難所 

 災害対策本部 

 その他 

西春駅

徳重・名古屋芸大駅

上小田井駅

師勝西小学校 

東公民館

師勝東小学校 

六ツ師保育園

あさひ子どもふれあいセンター

高田寺学習等供用

鹿田南保育園 

健康ドーム

九之坪保育園 

鴨田小学校 

久地野ほほえみ広場

（久地野保育園） 

憩いの家ふたば荘 

電車川排水機場 

沖村保育園 

西春小学校 
栗島小学校 

弥勒寺保育園

文化勤労会館 

徳重保育園
ひまわり西園 

五条小学校

鹿田北保育園

師勝南小学校 

中之郷保育園 

白木小学校 

訓原中学校

ふれあい施設

師勝小学校 師勝中学校

鹿田学習等供用施設

総合体育館 

憩いの家さくら荘 

師勝北小学校 

総合福祉センターもえの丘 

熊之庄保育園 

熊野中学校 

薬師寺保育園 

県立西春高等学校
天神中学校 

西春中学校
市役所西庁舎

西之保保育園 

白木中学校

市役所東庁舎

憩いの家さかえ荘

(都)春日井稲沢線

九之坪南保育園

市民グランド 
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 ２－３ 緑地現況・緑化状況調査 

 １．緑地現況調査 

（１）施設緑地の現況 

・本市の平成 28 年度末現在の住区基幹公園面積は 4.09ha で、市民１人当たり 0.48 ㎡

／人となっています。 

・都市公園以外では、公共施設緑地として児童遊園、グラウンド・広場（公共）、教育施

設、福祉・厚生施設、レジャー農園、河川緑地、その他があります。 

・民間施設緑地として民間の教育施設、社寺境内地等が点在しています。 

■都市公園・都市計画公園等の１人当りの面積（平成 28 年度末現在） 

種   別 
市街化区域 市街化調整区域 都市計画区域 

箇所 面積（ha） ㎡/人 箇所 面積（ha） ㎡/人 箇所 面積（ha） ㎡/人

都

市

公 

園 

街区公園 15 4.09 0.53 0 0 0 15 4.09 0.48 

住区基幹公園 計 15 4.09 0.53 0 0 0 15 4.09 0.48 

都市緑地 0 0 0 1 0.14 0.20 1 0.14 0.02 

都 市 公 園 計 15 4.09 0.53 1 0.14 0.20 16 4.23 0.50 

    公共施設緑地 139 18.58 2.39 52 16.60 23.53 191 35.18 4.18 

都市公園等  計 154 22.67 2.91 53 17.09 24.23 207 39.41 4.68 

    民間施設緑地 73 10.38 1.33 13 2.77 3.93 86 13.15 1.55 

施設緑地  合計 227 33.05 4.25 66 19.51 28.15 293 52.56 6.23 

   注：平成 28 年 10 月 1 日の住民基本台帳人口 84,906 人、 

       市街化区域人口 77,852 人、市街化調整区域人口 7,054 人（H22 年国調の比率で按分） 

                          資料：北名古屋市ホームページ 

■都市公園 

種別 番号 名    称 
計画決定 

面積（ha）

市街化区域 

面積（ha） 

市街化調整区域 

面積（ha） 

都市計画区域 

面積（ha） 

街区公園

街-1 大坪公園  0.25 0.25 0 0.25 

街-2 北出公園  0.20 0.20 0 0.20 

街-3 地蔵公園  0.20 0.20 0 0.20 

街-4 前野公園  0.20 0.20 0 0.20 

街-5 御申塚公園 0.25 0.25 0 0.25 

街-6 長月公園  0.30 0.30 0 0.30 

街-7 コッツ山公園  0.43 0.43 0 0.43 

街-8 二子中央公園  0.14 0.14 0 0.14 

街-9 能田中央公園  0.34 0.34 0 0.34 

街-10 中島公園  0.35 0.35 0 0.35 

街-11 鹿田第 1 公園 0.33 0.33 0 0.33 

街-12 迎島公園  0.60 0.60 0 0.60 

街-13 池田公園  0.14 0.14 0 0.14 

街-14 西春駅西公園  0.08 0.08 0 0.08 

街-15 鹿田坂巻水野公園  0.28 0.28 0 0.28 

計 4.09 4.09 0 4.09 

都市緑地 都緑-1 ふ る さ と 広 場  0.14 0 0.14 0.14 

合    計 4.23 4.09 0.14 4.23 

 資料：北名古屋市ホームページ（平成 29 年 7 月現在） 
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■都市公園・児童遊園配置図 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北名古屋市ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

市街化区域界 

凡例 

都市公園 

児童遊園 

六ツ師松葉児 童遊園



 

 

２ － 17 

 

■公共施設緑地-1 

種別 番号 名    称 
市街化区域 

面積（ha） 

市街化調整区域 

面積（ha） 

都市計画区域 

面積（ha） 

児童遊園

公-1 駅前西町児童遊園 0.04   0.04 

2 九之坪西浦児童遊園 0.06  0.06 

3 九之坪高畑児童遊園 0.08  0.08 

4 九之坪神明児童遊園 0.05  0.05 

5 九之坪葭田児童遊園 0.05  0.05 

6 九之坪両家児童遊園 0.07  0.07 

7 加島東ノ川児童遊園  0.09 0.09 

8 九之坪小松児童遊園 0.05  0.05 

9 九之坪白山児童遊園  0.08 0.08 

10 野崎児童遊園  0.04 0.04 

11 岡南児童遊園 0.11  0.11 

12 沖村沖浦児童遊園 0.01  0.01 

13 沖村天花寺児童遊園 0.35  0.35 

14 岡北児童遊園 0.08  0.08 

15 沖村東ノ郷児童遊園 0.07  0.07 

16 沖村山ノ神児童遊園 0.05  0.05 

17 石橋郷児童遊園 0.04  0.04 

18 中之郷西児童遊園 0.03  0.03 

19 中之郷東児童遊園 0.06  0.06 

20 宇福寺天神児童公園 0.08  0.08 

21 宇福寺中杁児童遊園 0.04  0.04 

22 北野天神児童遊園 0.08 0.08 

23 北野八竜前児童遊園 0.03  0.03 

24 法成寺西児童遊園  0.05 0.05 

25 法成寺東児童遊園  0.04 0.04 

26 鍜治ケ一色東児童遊園 0.13  0.13 

27 鍜治ケ一色西児童遊園 0.03  0.03 

28 鍜治ケ一色南児童遊園  0.04 0.04 

29 徳重本郷児童遊園 0.09  0.09 

30 米野児童遊園 0.06  0.06 

31 米野広畑児童遊園 0.04  0.04 

32 西之保中屋敷児童遊園 0.11  0.11 

33 青野児童遊園 0.09  0.09 

34 犬井児童遊園  0.05 0.05 

35 山之腰五条児童遊園 0.04  0.04 

36 中之郷池田児童遊園 0.05  0.05 

37 九之坪竹田児童遊園 0.05  0.05 

38 九之坪天下地児童遊園 0.03  0.03 

39 宇福寺神明児童遊園 0.04  0.04 

40 熊之庄山の前児童遊園 0.04  0.04 

41 鹿田坂巻児童遊園 0.04  0.04 

42 鹿田西花の木児童遊園 0.05  0.05 

43 鹿田天王山児童遊園 0.04  0.04 

44 鹿田合田北児童遊園 0.02  0.02 

45 熊之庄村上児童遊園 0.05  0.05 

46 中之郷諏訪児童遊園 0.06  0.06 

47 六ツ師松戸児童遊園 0.04  0.04 

48 若宮藤の木児童遊園 0.04  0.04 

49 鹿田西蒲屋敷児童遊園 0.04  0.04 

50 鹿田院田前児童遊園 0.04  0.04 
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■公共施設緑地-2 

種別 番号 名    称 
市街化区域 

面積（ha） 

市街化調整区域 

面積（ha） 

都市計画区域 

面積（ha） 

児童遊園 

公-51 六ツ師松葉児童遊園 0.06  0.06 

52 井瀬木居屋敷児童遊園 0.03  0.03 

53 片場大石児童遊園 0.04  0.04 

54 片場白山児童遊園 0.04  0.04 

55 高田寺起返北児童遊園 0.04  0.04 

56 高田寺起返南児童遊園 0.04  0.04 

57 久地野安田児童遊園 0.03  0.03 

58 久地野河原児童遊園 0.06  0.06 

59 久地野権現児童遊園 0.03  0.03 

60 久地野郷廻児童遊園 0.04  0.04 

61 薬師寺屋敷児童遊園 0.02  0.02 

62 熊之庄山の前西児童遊園 0.09  0.09 

63 片場大石児童遊園 0.06  0.06 

64 熊之庄六の坪児童遊園 0.06  0.06 

65 薬師寺山浦児童遊園 0.05  0.05 

66 熊之庄古井北児童公園 0.09  0.09 

67 熊之庄古井南児童遊園 0.08  0.08 

68 熊之庄小烏東児童遊園 0.15  0.15 

69 熊之庄小烏西児童遊園 0.07  0.07 

70 熊之庄屋形北児童遊園 0.05  0.05 

71 熊之庄新宮東児童遊園 0.03  0.03 

72 熊之庄新宮西児童遊園 0.06  0.06 

73 鹿田次輪児童遊園 0.14  0.14 

74 熊之庄八幡児童遊園 0.06  0.06 

75 六ツ師中屋敷児童遊園 0.06  0.06 

76 熊之庄屋形南児童遊園 0.08  0.08 

77 鹿田流児童遊園 0.04  0.04 

78 鹿田永塚児童遊園 0.05  0.05 

79 鹿田東海児童遊園 0.06  0.06 

80 鹿田中海道川西児童遊園 0.01  0.01 

81 鹿田栄児童遊園 0.04  0.04 

82 鹿田合田南児童遊園 0.04  0.04 

83 鹿田西赤土児童遊園 0.07  0.07 

84 能田引免地児童遊園 0.03  0.03 

85 井瀬木高畑児童遊園 0.07  0.07 

86 西之保三町地児童遊園 0.07  0.07 

87 片場天王森児童遊園 0.02  0.02 

88 六ツ師高台児童遊園  0.04 0.04 

89 片場新町児童遊園 0.05  0.05 

90 高田寺屋敷児童遊園 0.11  0.11 

91 六ツ師女夫越児童遊園 0.18  0.18 

小計 4.97 0.51 5.48 

グラウンド 

・広場 

公-92 文化の森物語の広場  0.64 0.64 

93 鍜治ケ一色運動広場  0.12 0.12 

94 石橋運動広場  0.13 0.13 

95 西之保犬井運動広場 0.11 0.11 

96 沖村運動広場 0.11  0.11 

97 九之坪南運動広場  0.11 0.11 

98 九之坪東運動広場 0.12  0.12 

99 西之保神ノ戸運動広場  0.06 0.06 

100 総合運動広場  1.98 1.98 
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■公共施設緑地-3 

種別 番号 名    称 
市街化区域

面積（ha）

市街化調整区

域面積（ha）

都市計画区域 

面積（ha） 

グラウンド 

・広場 

公-101 九之坪寺領運動広場 0.06  0.06 

102 鹿田運動広場  0.17 0.17 

103 高田寺運動広場 0.11  0.11 

104 ソフトボール球場  0.30 0.30 

105 ジャンボプール  0.54 0.54 

106 市民プール（廃止） — — — 

107 久地野運動広場 0.10  0.10 

108 総合体育館 0.52  0.52 

109 健康ドーム  0.92 0.92 

110 東部ゲートボール場 0.07  0.07 

111 西部ゲートボール場 0.04  0.04 

小計 1.24 4.97 6.21 

教育施設 

公-112 西春小学校 0.71  0.71 

113 五条小学校  1.02 1.02 

114 鴨田小学校  1.27 1.27 

115 栗島小学校  0.97 0.97 

116 白木小学校  0.99 0.99 

117 師勝北小学校  0.76 0.76 

118 師勝西小学校 0.88  0.88 

119 師勝東小学校 0.86  0.86 

120 師勝南小学校 0.84  0.84 

121 師勝小学校 0.71  0.71 

122 西春中学校 0.91  0.91 

123 白木中学校  1.71 1.71 

124 天神中学校  1.36 1.36 

125 熊野中学校 1.23  1.23 

126 師勝中学校 0.81  0.81 

127 訓原中学校  1.20 1.20 

128 西春高校 2.11  2.11 

129 名古屋芸術大学西キャンバス 0.33  0.33 

130 名古屋芸術大学東キャンパス 0.38  0.38 

小計 9.77 9.28 19.05 

福祉施設 

・厚生施設 

公-131 能田保育園 0.09  0.09 

132 鹿田北保育園 0.18  0.18 

133 熊之庄保育園  0.16 0.16 

134 久地野保育園 0.08  0.08 

135 薬師寺保育園  0.10 0.10 

136 鹿田南保育園 0.10  0.10 

137 六ツ師保育園 0.13  0.13 

138 徳重保育園 0.08  0.08 

139 弥勒寺保育園 0.10  0.10 

140 西之保保育園  0.15 0.15 

141 中之郷保育園  0.15 0.15 

142 沖村保育園 0.05  0.05 

143 九之坪保育園  0.26 0.26 

144 総合福祉センターもえの丘  0.17 0.17 

小計 0.81 0.99 1.80 

レジャー農園 

公-145 石橋角畑４ 0.05  0.05 

146 西之保  0.05 0.05 

147 北野Ｂ 0.09  0.09 

148 徳重東出 0.01  0.01 

149 弥勒寺 A 0.06  0.06 
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■公共施設緑地-4 

種別 番号 名    称 
市街化区域 

面積（ha） 

市街化調整区域 

面積（ha） 

都市計画区域 

面積（ha） 

レジャー
農園 

公-150 弥勒寺 B 0.03  0.03 

151 光明田  0.07 0.07 

152 熊之庄屋形 0.05  0.05 

153 鹿田坂巻 0.08  0.08 

154 鹿田永塚 0.05  0.05 

155 鹿田西赤土 0.05  0.05 

156 鹿田西赤土２ 0.04  0.04 

157 鹿田清井古  0.04 0.04 

158 六ツ師江向  0.03 0.03 

159 井瀬木高畑 0.03  0.03 

160 高田寺起返 0.10  0.10 

161 高田北の川３ 0.05  0.05 

162 六ツ師宮西 0.03  0.03 

163 熊之庄八幡２ 0.05  0.05 

164 薬師寺村前  0.07 0.07 

165 鹿田花の木 0.05  0.05 

166 鹿田永塚２ 0.07  0.07 

167 鹿田廻間 0.04  0.04 

168 鹿田永塚３ 0.05  0.05 

169 鹿田南蒲屋敷 0.06  0.06 

170 薬師寺草木  0.06 0.06 

171 熊之庄六の坪 0.03  0.03 

172 熊之庄八幡４ 0.09  0.09 

173 六ツ師大島  0.04 0.04 

174 薬師寺草木２  0.03 0.03 

175 六ツ師大島２  0.02 0.02 

176 鹿田流 0.04  0.04 

177 熊之庄古井 0.05  0.05 

178 石橋大日  0.03 0.03 

179 石橋惣作  0.10 0.10 

180 北野Ａ 0.02  0.02 

181 才戸  0.02 0.02 

182 八之坪  0.04 0.04 

183 神ノ戸  0.03 0.03 

184 西之保第２  0.10 0.10 

185 青野 0.04  0.04 

186 西之保西出  0.03 0.03 

187 九之坪葭田 0.02  0.02 

188 北野第２  0.02 0.02 

189 九之坪松本 0.03  0.03 

小計 1.36 0.78 2.14 

河川緑地
190 合瀬川 0.25 0.07 0.32 

191 五条川 0.18  0.18 

小計 0.43 0.07 0.50 

その他 192 北名古屋ごみ焼却工場 未定  - 

小計 0.00 0.00 0.00 

公共施設緑地計 18.58 16.60 35.18 

都市公園等合計 22.67 16.74 39.41 

資料：北名古屋市ホームページ 
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■民間施設緑地-1 

種別 番号 名    称 
市街化区域 

面積（ha） 

市街化調整区域

面積（ha） 

都市計画区域 

面積（ha） 

教育施設 

民-1 名古屋芸術大学西春テニスコート  0.14 0.14 

2 名古屋芸術大学グラウンド 0.18  0.18 

3 名古屋芸術大学師勝テニスコート（南・北）  0.46 0.46 

4 西春幼稚園  0.20 0.20 

5 名古屋芸術大学付属クリエ幼稚園 0.13  0.13 

6 栄和幼稚園 0.10  0.10 

7 師勝幼稚園 0.05  0.05 

8 師勝はなの樹幼稚園 0.28  0.28 

小計 0.74 0.80 1.54 

社寺境内地 

民-9 長福寺  0.08 0.08 

10 霊松寺  0.20 0.20 

11 徳円寺  0.17 0.17 

12 真福寺 0.22  0.22 

13 東光寺 0.23  0.23 

14 円乗寺 0.20  0.20 

15 宝円寺 0.11  0.11 

16 普門寺 0.19  0.19 

17 本教寺 0.13  0.13 

18 松林寺 0.40  0.40 

19 徳岩寺 0.12  0.12 

20 入明寺 0.14  0.14 

21 平田寺 0.21  0.21 

22 瑞雲寺 0.14  0.14 

23 観昌寺 0.21  0.21 

24 松元院 0.17  0.17 

25 稲荷社・十二所社 0.30  0.30 

26 国霊神社 0.26  0.26 

27 日吉神社 0.26  0.26 

28 神明社（九之坪） 0.09  0.09 

29 十所社（九之坪） 0.17  0.17 

30 天神社（山之腰） 0.07  0.07 

31 神明社（北野）  0.13 0.13 

32 三所社 0.16  0.16 

33 天神社（宇福寺） 0.14  0.14 

34 八劍社  0.43 0.43 

35 八幡社（西之保） 0.06  0.06 

36 八幡社（石橋） 0.10  0.10 

37 十所社（西之保） 0.10  0.10 

38 富士浅間社 0.08  0.08 

39 白山社（薬師寺） 0.05  0.05 

40 薬師寺 0.06  0.06 

41 熊野神社  0.31 0.31 

42 神明社（神明附） 0.03  0.03 

43 八幡社 0.18  0.18 

44 日光寺（熊之庄） 0.13  0.13 

45 神明社（熊之庄） 0.07  0.07 

46 児子社 0.04  0.04 

47 長栄寺 0.15  0.15 

48 大珠寺 0.11  0.11 

49 不伝寺 0.10  0.10 

50 普門寺 0.20  0.20 

51 観音寺 0.27  0.27 

52 牟都志神社 0.30  0.30 
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■民間施設緑地-2 

種別 番号 名    称 
市街化区域 

面積（ha） 

市街化調整区域 

面積（ha） 

都市計画区域 

面積（ha） 

社寺境内地 

民-53 梅宮神社 0.05  0.05 

54 須佐之男社 0.08  0.08 

55 若宮神社 0.02  0.02 

56 仁昌寺 0.13  0.13 

57 十所社 0.18  0.18 

58 福寿寺 0.02  0.02 

59 新宮神社 0.37  0.37 

60 洞雲寺 0.28  0.28 

61 津島神社 0.07  0.07 

62 寿昌院 0.09  0.09 

63 片場神社 0.12  0.12 

64 長昌院 0.08  0.08 

65 全昌寺 0.05  0.05 

66 白山社（高田寺） 0.11  0.11 

67 高田寺 0.19  0.19 

68 万渓寺 0.07  0.07 

69 神明社（久地野） 0.07  0.07 

70 日光寺 0.27  0.27 

71 愛行院 0.05  0.05 

72 長岳院 0.11  0.11 

73 訓原神社 0.20  0.20 

74 神明神社 0.04  0.04 

75 八幡社 0.06  0.06 

76 雲太寺  0.21 0.21 

77 林證寺 0.46  0.46 

78 本入寺 0.05  0.05 

79 観音堂 0.07  0.07 

80 観音寺 0.05  0.05 

81 円通寺 0.26  0.26 

82 白山社（九之坪）  0.07 0.07 

83 白山神社 0.05  0.05 

84 法音寺  0.29 0.29 

85 喰守社 0.04  0.04 

小計 9.64 1.89 11.53 

古墳 民-86 天王社高塚古墳  0.08 0.08 

小計  0.08 0.08 

民間施設緑地計 10.38 2.77 13.15 

都市公園等 22.99 16.77 39.76 

施設緑地計 33.37 19.54 52.91 
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（２）地域制緑地の現況 

・本市の地域制緑地のうち、法によるものとしては市街化区域内において、生産緑地地区

が 199団地（466 筆）19.78ha が指定されています。また、河川区域 10箇所 43.35ha

があります。 

・そのほか、条例によるものとして市指定の文化財である松林寺１箇所（0.05ha）があ

ります。 

 

■地域制緑地 

種別 番号 名    称 
市街化区域 

面積（ha） 

市街化調整区域 

面積（ha） 

都市計画区域 

面積（ha） 

市指定記念物 条-1 松林寺 0.05  0.05 

条例によるもの計 0.05  0.05 

河川区域 

法-1 五条川 2.40 5.42 7.82 

2 新川 6.60 4.90 11.50 

3 水場川  0.93 0.93 

4 鴨田川  1.22 1.22 

5 合瀬川 7.75 5.20 12.95 

6 新中江川  0.50 0.50 

7 中江川 2.70 1.00 3.70 

8 大山川 2.50 2.10 4.60 

9 久田良木川  0.10 0.10 

10 白川 0.02 0.01 0.03 

小計 21.97 21.38 43.35 

生産緑地 法-11 生産緑地地区 19.78  19.78 

小計 19.78  19.78 

法によるもの計 41.75 21.38 63.13 

地域制緑地計 41.80 21.38 63.18 

 

 

  注：施設・地域制緑地 間の重複は条例等によ る 松林寺 0.05ha と法による河川（合瀬川、五条  

      川）を指す。 

 

種    別  

面積（ha） 

市街化区域  市街化調整区域  都市計画区域 

箇所 
面積

（ha）
箇所

面積

（ha）  
箇所 

面積

（ha）

条例等によるもの 松林寺 1 0.05 0 0 1 0.05

計 1 0.05 0 0 1 0.05

法によるもの 

生産緑地 466 19.78 0 0 466 19.78

河川区域 6 21.97 10 21.38 10 43.35

計 — 41.75 — 21.38 — 63.13

地域制緑地 合計 — 41.80 — 21.38 — 63.18

施設・地域制緑地間の重複（松林寺） 1 0.05 0 0 1 0.05

            〃          （河  川） 2 0.43 1 0.07 2 0.50

施設・地域制緑地間の重複 合計 3 0.48 1 0.07 3 0.55

■地域制緑地現況量のまとめ 



 

 

２ － 24 

 

（３）緑地の現況量 

・施設緑地及び地域制緑地を合計した、本市の都市計画区域の緑地面積は 115.19ha とな

ります。 

■緑地の現況量のまとめ 

種別 

面積（ha） 

市街化区域 市街化調整区域 都市計画区域 

箇所 
面積

（ha） 
㎡/人 箇所 

面積

（ha）
㎡/人 箇所 

面積

（ha） 
㎡/人

施設緑地 227 33.05 4.25 66 19.51 28.15 293 52.56 6.19

地域制緑地 473 41.80 — 4 21.38 — 477 63.18 —

施設・地域制緑地

間の重複 
3 0.48 — 1 0.07 — 3 0.55 —

計 — 74.37 — — 40.82 — — 115.19 —

 注：平成 28 年 10 月 1 日の住民基本台帳人口 84,906 人 

   市街化区域人口 77,852 人、市街化調整区域人口 7,054 人（H22 年国調の比率で按分） 

資料：北名古屋市ホームページ 
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緑 地 現 況 図 

（施設緑地） 

凡      例 

都市公園 
街区公園  

緑地  

公共施設緑地 

児童遊園  

グラウンド・広場  

教育施設  

福祉施設・厚生施設  

街路  

レジャー農園  

河川緑地  

その他  

民間施設緑地 

教育施設  

社寺境内地  

古墳  

行政区域   

市街化区域   

公-109 
公-98

公-96 

公-99 

公-92 

公-102 

公-105 

公-101

公-93 

公-108

公-103

公-104

公-107

街-8

街-1 

街-2 

街-3 

街-4 

街-5

街-6
街-7

街-9

街-10

街-14

街-13 

都緑-1

街-11

公-9

公-48 

公-8 
公-38

公-5 

公-13

公-15
公-16

公-18 

公-19

公-36

公-17 

公-23

公-25 
公-24 

公-22 
公-21

公-20

公-6 公-11 

公-4 

公-2

公-3

公-7

公-51

公-90

公-60

公-59

公-57
公-58

公-55

公-56

公-87

公-54

公-47

公-88

公-76

公-70

公-75

公-91公-69

公-68

公-40

公-64

公-62

公-67

公-71

公-72
公-41

公-73

公-42

公-74

公-45

公-44

公-78

公-82 
公-83

公-49

公-50
公-81

公-85

公-52
公-53

公-121 
公-126

公-127 

公-120

公-122 
公-112

公-118公-128 
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緑 地 現 況 図 

（地域制緑地） 

法-4 

凡      例 

条例等によるもの 松林寺  

法規制によるもの 
河川区域  

生産緑地  

行政区域   

市街化区域   

条-1

法-2

法-8

法-1 

法-6

法-3

法-9 

法-7

法-5

法-10 
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 ２．緑化状況調査 

（１）道路緑化状況（街路樹） 

・本市の街路樹植栽は、（都）国道 22 号や（都）師勝小田井線、（都）名古屋江南線など都

市計画道路を中心に進められています。家屋等が密集する市街地の路線・区間では、十分

な植栽帯が確保されていないため、植栽はされていません。 

・（都）西春駅東線では、大きく成長したケヤキ並木が続き、本市の玄関口として豊かな緑の

景観を呈しています。       

 ■街路樹の整備状況 

資料：北名古屋市資料（平成 29 年 8 月） 
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分   類 延長（ｍ） 緑化延長（ｍ） 緑化率（％） 備   考 

道路 

（都）国道 22 号 2,160 2,160 100.0  
（都）西春駅東線 310 310 100.0  
（都）豊山西春線 5,360 1,300 24.3  
（都）西春師勝線 2,590 2,000 77.2  
（都）師勝小田井線 3,930 3,510 89.3  
（都）名古屋江南線 3,400 3,200 94.1  
（都）師勝環状線 5,280 2,800 53.0  
（都）高田寺久地野線 970 970 100.0  
（都）師勝坂井戸線 2,390 1,110 46.4  
（都）西春北部環状線 1,900 1,900 100.0  
（都）西春駅西線 300 300 100.0 プランター緑化 

上小田井駅 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

 鉄道 

 都市計画道路※ 

 街路樹植樹区間 

(都)豊山西春線 

(都
)名

古
屋

江
南

線
 

(都
)師

勝
小

田
井

線
 

(都
)師

勝
環

状
線

 

(都
)師

勝
環

状
線

 

(都)西春駅東線 

西春駅 

徳重・ 

名古屋芸大駅 

(都
)師

勝
坂

井
戸

線
 

(都)高田寺久地野線 

※都市計画道路の未整備区間は非表示

(都)西春北部環状線 

(都)西春駅西線 
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（２）公共公益施設の緑化状況 

・公共公益施設の緑化状況をみると、総合福祉センターもえの丘は高い緑化率を示していま

す。なお、平均緑化率は 11.6％となっており、各施設の緑化は、敷地外周植栽が主体とな

っています。 

■公共公益施設の緑化状況 

分   類 敷地面積（ha） 緑化面積（ha） 緑化率（％）

官公庁 
北名古屋市役所 西庁舎 6,541 263 4.0

北名古屋市役所 東庁舎 8,516 788 9.3

教育施設 

西春小学校、西春中学校 29,641  1,616 5.5 

五条小学校 15,883 3,744 23.6 

鴨田小学校 18,276 3,427 18.8 

粟島小学校 15,927 2,256 14.2 

白木小学校 17,294 2,473 14.3 

師勝北小学校 16,633 2,504 15.1 

師勝西小学校 15,131 1,788 11.8 

師勝東小学校 15,190 2,006 13.2 

師勝南小学校 16,491 1,100 6.7 

師勝小学校 16,397 1,624 9.9 

白木中学校 26,166 2,248 8.6 

天神中学校 21,829 2,207 10.1 

熊野中学校 21,655 1,110 5.1 

師勝中学校 19,384 1,036 5.3 

訓原中学校 23,042 2,442 10.6 

西春高校 40,306 3,845 9.5 

能田保育園 2,500 91 3.6 

鹿田北保育園 3,359 332 9.9 

熊之庄保育園 1,948 174 8.9 

久地野保育園 3,662 364 9.9 

九之坪南保育園 3,678 436 11.9 

薬師寺保育園 2,139 188 8.8 

鹿田南保育園 2,463 126 5.1 

六ツ師保育園 2,500 403 16.1 

九之坪北保育園 2,088 246 11.8 

徳重保育園 3,174 188 5.9 

弥勒寺保育園 2,933 132 4.5 

西之保保育園 2,783 248 8.9 

中之郷保育園 2,128 200 9.4 

沖村保育園 2,436 182 7.5 

名古屋芸術大学 東キャンパス 23,528 4,160 17.7 

名古屋芸術大 西キャンパス 35,263 6,094 17.3 

福祉施設 
総合福祉センターもえの丘 5,346 1,800 33.7 

文化勤労会館 6,351 987 15.5 

レクリエー

ション施設 

健康ドーム 9,207 893 9.7 

総合体育館 5,166 399 7.7 

平   均 466,954 54,115 11.6 

  ※敷地面積、緑化面積は北名古屋市課税台帳（平成 28 年）からの判読 
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 ２－４ 前回の緑の基本計画の検証 

 １．前計画の概要 

（１）緑地の確保目標量（前回計画から抜粋） 
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（２）緑地の確保目標量の内訳（前回計画から抜粋） 
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（３）実現のための施策の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-3 施策の方針図 
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２．前回の緑の基本計画の検証 

前回計画と現況を比較すると、市街化区域は 92.3％、市街化調整区域は 81.2％の目標達成

率となっています。 

特に、近隣公園 13 箇所の整備が遅れています。 

■緑地量の比較（前回計画の平成29 年目標量と平成29 年現況） 

種   別 

前回計画の目標年次（平成29年） 現況（平成29年） 

市街化区域 市街化調整区域 市街化区域 市街化調整区域

箇所
面積 

（ha） 箇所
面積 

（ha）
箇所

面積 

（ha） 
箇所 

面積 

（ha） 

都

市

施

設 

(1)街区公園 13 3.73 0 0 15 4.09 0 0 

(2)近隣公園 4 4.00 9 9.00 0 0 0 0 

(3)都市緑地 0 0 1 0.14 0 0 1 0.14 

(4)都市公園計(1)～(3)の計 17 7.73 10 9.14 15 4.09 1 0.14 

公

共

施

設 

(5)児童遊園 82 4.98 10 0.54 81 4.97 10 0.51 

(6)グラウンド・広場等 6 1.30 12 3.47 9 1.24 10 4.97 

(7)教育施設 9 9.06 8 9.28 11 9.77 8 9.28 

(8)福祉施設・厚生施設 9 0.95 6 0.96 8 0.81 6 0.99 

(9)街路 0 0 1 1.96 0 0 0 0 

(10)レジャー農園 31 1.54 18 0.83 28 1.36 17 0.78 

(11)河川緑地 5 21.95 0 0 2 0.43 0 0.07 

(12)その他 1 0.40 0 0 0 0 0 0 

(13)公共施設緑地計(5)～(12)の計 143 40.18 55 17.04 139 18.58 51 16.60 

(14)都市公園等合計(4)＋(13) 160 47.91 65 26.18 155 22.99 52 16.77 

民

間

施

設 

(15)グラウンド・広場等 2 1.30 0 0 0 0 0 0 

(16)教育施設 5 0.74 3 0.80 5 0.74 3 0.80 

(17)社寺境内地 67 9.64 10 1.89 68 9.64 9 1.89 

(18)古墳 0 0 1 0.08 0 0 1 0.08 

(19)民間施設緑地(15)～(18)の計 74 11.68 14 2.77 73 10.38 13 2.77 

(20)施設緑地計(14)＋(19) 234 59.59 79 28.95 227 33.05 65 19.51 

(21)条例によるもの 松林寺 1 0.05 0 0 1 0.05 0 0 

(22)法規制によるもの 
河川緑地 0 0 9 21.37 6 21.97 10 21.38 

生産緑地 518 20.80 0 0 466 19.78 0 0 

(23)地域制緑地計(21)～(22)の計 519 20.85 9 21.37 473 41.80 10 21.38 

(24)施設・地域制緑地間の重複 1 0.05 0 0 3 0.48 1 0.07 

(25)緑地総計(20)＋(23)－(24) 753 80.39 88 50.32 697 74.37 74 40.82 

 

注：黄色塗りつぶし：前回計画の目標に対して未達の箇所 
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 第３章 緑に関するアンケート調査 

 

 ３－１ 緑に関するアンケート調査 

 １. 緑に関するアンケート調査の概要 

・緑に関するアンケート調査は、「第２次北名古屋市総合計画及び名古屋市との合併に関する

市民意識調査結果（平成 29 年 2 月）」において、緑に関する項目を抽出し整理します。 

（１）調査対象及び方法 

・住民基本台帳を基にして、男女別に１５歳以上の方から年齢・大字ごとの人口の比率を考慮

して対象者 4,000 人を無作為抽出のうえ、郵送により配付・回収しました。 

（2）調査実施期間 

・平成２８年９月２６日（月）から同年１０月１８日（火）まで 

（3）回収結果 

① 発送数 

・4,000 票（うち、あて先不明等による未配達１３票） 

② 有効回収数 

・2,165 票 

③ 有効回収率 

・54.3％（2,165 票／3,987 票） 
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 ２. 緑に関するアンケート調査の結果 

（１）北名古屋市の良い点や魅力 

① 回答者全体 

〇「鉄道を利用して名古屋へ行くのが便利」が 70.3％と特に高くなっており、「高速道路のイン

ターチェンジが近いなど、交通が便利」が 47.8％、「スーパーや商店が多く、日常の買い物が

便利」が 42.9％となっています。交通と買い物の利便性の３項目に回答が集まっています。 

〇さらに、「図書館や公民館、スポーツ施設など公共施設が充実している」（18.1％）と、「農地

や川など潤いがある」（15.3％）、という公共施設、自然環境についても評価されています。一

方で、「生活環境（上下水道、歩道、公園・街路樹、街灯などの整備）がよい」は（8.9％）と

やや低い評価となっています。 

■北名古屋市の良い点や魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 北名古屋市に暮らしてよかったと感じたり魅力的であると感じることはどのようなこと

ですか。（4 つまで〇印をつけてください。） 
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（２）転出する可能性がある理由 

① 回答者全体 

○前問で『転出意向がある』と回答した 536 人では、「転勤や就職など個人・家庭の事情」

（50.9％）が概ね半数となっています。 

○環境面などの理由では、「公園や憩いの場が少ない」（10.1％）と、少なからず公園や憩いの

場の不足を感じている住民がいるという結果になっています。 

■転出する可能性がある理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

問６  問５で「２．市外に転出するかもしれない」「３．将来は市外に転出するつもりだ」

「４．すぐにでも市外に転出したい」と回答された方にうかがいます。 

   あなたが北名古屋市から転出する可能性のある理由は何ですか。（５つまで○印をつけて

ください。） 



 

 

 

3 － 4 

 

（３）重要度と満足度の比較 

○重要度と満足度を分布から、「重要度が高く、満足度が低い」という今後重点的に改善すべ

き項目の候補と言えるのは、防災・防犯と交通安全にかかわる項目が多くなっています。 

○重要度の平均点は 0.90 点、満足度の平均点は０.13 点となっています。 

 

 

 

 

■重要度と満足度の比較 
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■重要度と満足度の比較（散布図） 
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（４）総合計画に関する自由意見 

まちづくり及び総合計画の基本方針についての自由意見を以下に整理します。 
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（５）緑に関するアンケート調査結果のまとめ 

【選択形式】 

・北名古屋市の良い点や魅力として、「図書館や公民館、スポーツ施設」などのレクリエーション

施設の充実（18.1％）や、「農地や川」などの自然の潤い（15.3％）が挙げられています。 

・転出意向のある回答者の中で、「公園や憩いの場が少ない」ことが理由であると 10.1％が回答し

ており、現在の公園や憩いの場の不足は本市の重要な課題であると言えます。 

・重要度が高く、満足度の低い「防災・防犯と交通安全にかかわる項目」は今後改善すべき項目の

候補であると言えます。 

 

【自由意見形式】 

・「まちづくり」に関する回答では、「花壇をつくる」や、「児童遊園の除草作業を行っている」など

緑の創出や維持管理に関する意見が挙げられています。 

・「公園・緑地・緑化」に関する回答では、「街路樹の維持管理不足」や「小さな子どもの遊ぶ芝生

広場がほしい」、「公園が古い」など、緑の維持管理や公園の近代ニーズへの対応が意見として挙

げられています。 

・「景観」に関する回答では、「自然を大切に、できる限り残してほしい」と緑の保全に関する意見

が挙げられています。 

・「農業」に関する回答では、「新規就農の推進」や「休耕農地の活用」など、農地の活用に関する

意見が挙げられています。 

・「スポーツ・レクリエーション」に関する回答では、「温水プールがあると便利」や「各スポーツ

がプロ化する中で、施設が不足しているとよく耳にする」など、選択形式では良い点として挙げ

られていたレクリエーション施設に対して、十分でないと住民もいることが分かります。 

・「文化・芸術」に関する回答では、「芸大と市民がコラボしてほしい」など、本市の特徴の一つで

ある名古屋芸術大学との連携が期待されています。 
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 第４章 解析・評価と課題の整理 

・本市の緑について、以下に示すように、環境保全機能、レクリエーション機能、防災機能、

景観構成機能といった４つの緑の機能の視点から、緑の状況を整理し評価します。 

 ４—１ 解析・評価の視点 

（1）環境保全機能 

項目 構成する要素 

① 都市の骨格 ・山地、河川といった都市の骨格を構成する地形、水系 

② 優れた自然 ・良好な水辺やまとまりのある緑地などの優れた自然 

③ 動植物の生息・生育地 
・都市における生物多様性の確保のために、動植物の生息・

生育環境として必要な緑 

④ 都市の環境の維持改善 
・都市環境の改善、都市気象の緩和のために必要な緑 

  （市民に身近な公園・緑地や農地などの自然） 

（２）レクリエーション機能 

項目 構成する要素 

① 自然とふれあう場 ・自然観察や野菜づくりなど、自然とのふれあいができる緑

② 日常圏におけるレクリエー

ションや交流の場 
・日常的なレクリエーションや交流の場としての緑 

③ 広域圏におけるレクリエー

ションや交流の場 
・広域的なレクリエーションや交流拠点となる緑 

（３）防災機能 

項目 構成する要素 

① 自然災害の危険防止 ・浸水やがけ崩れ等、自然災害を抑制する緑 

② 火災・公害の防止 ・火災延焼防止や公害緩和などに効果のある緑 

③ 避難場所 
・災害を防ぐ機能をもつ緑 

・災害発生時の避難場所となる緑 

④ 災害に強い都市構造の形成 ・延焼遮断等に資する緑 

（４）景観構成機能 

項目 構成する要素 

① 優れた歴史的風土 ・歴史的価値の高い史跡・名勝・社寺等と結びついた緑 

② 良好な緑の景観 ・良好な景観を形成または構成している緑 

③ 良好な眺望地点 ・良好な眺望地点となっている緑 

資料：新編緑の基本計画ハンドブックより整理 
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 ４－２ 解析・評価の結果 

 １．環境保全機能の解析・評価 

・環境保全機能については、都市を形づくり、豊かな自然や多様な生物を育む機能、都市環境

効果といった視点を中心に緑を評価します。 

（１）都市の骨格となっている緑 

 

 

 

  

 

（２）優れた自然を形成する緑 

 

 

 

 

 

 

  

 

（３）動植物の生息・生育地となっている緑 

 

 

 

 

 

（４）都市の環境の維持改善効果のある緑 

 

 

 

 

 

 

・市域外周や西部南部を流れる五条川、合瀬川、水場川、新川などの河川は、都市の骨格となる

緑となっています。 

・市域西部や南部の一団の農地は、まちの緑として都市の骨格となる緑となっています。 

・市域は平坦な地形を呈しており、緑に包まれた高田寺や白山社などの歴史的特性を有する社

寺境内地の樹林は、優れた自然を形成する緑となっています。 

・市域東部にある旧加藤家住宅の植栽も優れた自然を形成する緑となっています。 

・鍜治ケ一色の高塚古墳、熊之庄の流鏑馬行事は、優れた自然を形成する緑となっています。 

・市の天然記念物に指定されている白山社のツブラシイや亀甲竹林、長岳院のクロマツ、松林寺

のイチョウなども優れた自然を形成する緑となっています。 

・五条川や合瀬川、水場川、新川などの河川は、動植物の生息・生育地となっており、生物多様

性の観点からも重要な緑です。 

・市域内の農地は、動植物の生息・生育地となっています。 

・都市公園や緑地は、都市の環境の維持改善効果やヒートアイランド現象の軽減効果のある緑

となっています。 

・市街化区域内に点在する生産緑地地区は、都市の環境の維持改善効果やヒートアイランド現

象の軽減効果のある緑となっています。 
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■環境保全機能の評価図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西春駅

上小田井駅 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

 まとまった農地 

 主要な河川 

 主要な歴史的資源 

 都市公園 

 主要な公共施設緑地

徳重・名古屋芸大駅

院田薬師堂

長栄寺 

高田寺 

熊野神社 

能田中央公園 

霊松寺

松林寺 平田寺

雲太寺

西春中学校

長 福 寺

長岳院

仁昌寺 

全昌寺

・市域外周や西部南部を流れる五条川、合瀬川、水場川、新

川などの河川は、都市の骨格となる緑となっています。 

・市域西部や南部の一団の農地は、まちの緑として都市の骨

格となる緑となっています。 

・市域は平坦な地形を呈しており、緑に包まれた高田寺や白山社などの歴史的

特性を有する社寺境内地の樹林は、優れた自然を形成する緑となっています。

・市の天然記念物に指定されている白山社のツブラシイや亀甲竹林、長岳院の

クロマツ、松林寺のイチョウなども優れた自然を形成する緑となっています。

・都市公園や緑地は、都市の環

境の維持改善効果やヒート

アイランド現象の軽減効果

のある緑となっています。 

西春小学校 

鴨田小学校

天神中学校 

西春中学校 師勝中学校

訓原中学校

熊野中学校

師勝小学校 

師勝東小学校

師勝南小学校

西春高校 

名古屋芸術大学 

（西キャンパス）

五条小学校

栗島小学校

師勝北小学校

師勝西小学校

地蔵公園

・市域東部にある旧加

藤家住宅の植栽も優

れた自然を形成する

緑となっています。

・市街化区域内に点在する生産緑地

地区は、都市の環境の維持改善効

果やヒートアイランド現象の軽

減効果のある緑となっています。

凡   例 

 ① 都市の骨格となっている緑 

 ② 優れた自然を形成する緑 

 ③ 動植物の生息・生育地となっている緑 

 ④ 都市の環境の維持改善効果のある緑 

・五条川や合瀬川、水場川、新川など

の河川は、動植物の生息・生育地と

なっており、生物多様性の観点から

も重要な緑です。 

・市域内の農地は、動

植物の生息・生育地

となっています。 

・鍜治ケ一色の高塚古墳、熊之庄の流

鏑馬行事は、優れた自然を形成する

緑となっています。 

御申塚公園

前野公園
長月公園

北出公園

大坪公園

中島公園

長岳院

コッツ山公園 

歴史民俗資料館

迎島公園 

池田公園 

鹿田第１公園

西春駅西公園

ふるさと広場 

二子中央公園 

名古屋芸術大学（東キャンパス） 

鹿田坂巻水野公園

白木小学校 白木中学校 

普門寺

林證寺高田古墳
北名古屋市歴史民俗資料館

旧加藤家住宅

牟都志神社

白山社

水埜土惇君治水碑 



 

 

4 － 4 

 

 ２．レクリエーション機能の解析・評価 

・レクリエーション機能については、自然とふれあう場、日常圏におけるレクリエーションや

交流の場、広域圏におけるレクリエーションや交流の場といった視点から緑を評価します。 

（1）自然とふれあう場となっている緑 

 

 

 

 

（2）日常圏におけるレクリエーションや交流の場となっている緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）広域圏におけるレクリエーションや交流の場となっている緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

・五条川、合瀬川、水場川、新川、鴨田川などの河川は、自然とふれあう場となっています。

・市域に点在するレジャー農園は、自然とふれあう場となっています。 

・都市公園としては、地蔵公園やコッツ山公園など街区公園が 15 箇所（約 4.09ha）、都市緑

地としてふるさと広場（約 0.14ha）１箇所が整備されていますが、地域の均衡ある配置が

必要です。 

・一定規模以上のまとまりのある生産緑地について、周辺の公園整備の状況を勘案しながら公

園としての活用を考えていく必要があります。 

・児童遊園は、都市公園を補完する施設として 300～500 ㎡規模で市域に点在して整備され

ています。 

・健康ドームや文化勤労会館周辺には複数の施設が集積しており利便性が高くなっています。 

・北名古屋市総合運動広場（北名古屋市稲葉篤紀ふるさと広場）が整備され、グラウンド、テニ

スコート、クラブハウス、駐車場が配置され日常圏におけるレクリエーションや交流の場と

なっています。 

・散策路は合瀬川と五条川で整備され、合瀬川には桜並木も整備されており、隣接するコッツ

山公園では春に桜まつりが開催され、広域圏におけるレクリエーションや交流の場となって

います。 

・古くから続く熊野神社の五穀豊穣を祝う伝統行事の流鏑馬は、広域圏におけるレクリエーシ

ョンや交流の場となっています。 
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■レクリエーション機能の評価図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

 都市公園 

 主要な体育施設 

 主要な河川 

 主要な桜並木 

 まつり 

西春駅 

徳重・名古屋芸大駅 

上小田井駅

ソフトボール球場

総合体育館 

歴史民俗資料館 

高田寺運動広場 鹿田運動広場 

健康ドーム
九之坪東運動広場

九之坪南運動広場
総合運動広場

沖村運動場 

西之保神ノ戸運動広場 
石橋運動広場 

ジャンボプール 西之保犬井運動広場

物語の広場 

西図書館 

文化勤労会館 文化会館 

 米野運動広場 

鍛治ヶ一色運動広場

東図書館

久地運動広場 

・五条川、合瀬川、水場川、新川、鴨田川

などの河川は、自然とふれあう場となっ

ています。 

・都市公園としては、地蔵公園やコッツ山公園など街区公園

が 15 箇所（約 4.09ha）、都市緑地としてふるさと広場

（約 0.14ha）１箇所が整備されていますが、地域の均衡

ある配置が必要です。 

・児童遊園は、都市公園を補完する施設として 300～500 

㎡規模で市域に点在して整備されています。 

・一定規模以上のまとまりのある生産緑地について、周辺の

公園整備の状況を勘案しながら公園としての活用を考え

ていく必要があります。 

・散策路は合瀬川と五条川で整備さ

れ、合瀬川には桜並木も整備され

ており、隣接するコッツ山公園で

は春に桜まつりが開催され、広域

圏におけるレクリエーションや交

流の場となっています。 ・古くから続く熊野神社の五穀豊穣を祝う伝統

行事の流鏑馬は、広域圏におけるレクリエー

ションや交流の場となっています。 

・市域に点在するレジャー農園

は、自然とふれあう場となっ

ています。（非表示） 

・健康ドームや文化勤労会館周辺

には複数の施設が集積してお

り利便性が高くなっています。

・北名古屋市総合運動広場（北名古屋市稲

葉篤紀ふるさと広場）が整備され、グラ

ウンド、テニスコート、クラブハウス、

駐車場が配置され日常圏におけるレクリ

エーションや交流の場となっています。

能田中央公園 

地蔵公園 御申塚公園

前野公園 
長月公園

北出公園

大坪公園

中島公園

コッツ山公園 

迎島公園

池田公園 

鹿田第１公園

西春駅西公園

ふるさと広場 

二子中央公園 

熊野神社 

東部ゲートボール場 

凡   例 

 ① 自然とふれあう場となっている緑 

 ② 日常圏におけるレクリエーションや交流の場となっている緑 

 ③ 広域圏におけるレクリエーションや交流の場となっている緑 

西部ゲートボール場 

視聴覚ライブラリー

鹿田坂巻水野公園
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 ３．防災機能の解析・評価 

・防災機能については、自然災害や都火災等の危険防止、避難場所（災害復旧活動の拠点）、

災害に強い都市構造の形成といった視点を中心に緑を評価します。 

 

（1）自然災害の危険防止機能を有する緑 

 

 

 

 

（2）火災の延焼防止や公害の緩和機能を有する緑 

 

 

 

 

 

 

（3）避難場所（災害復旧活動の拠点）機能を有する緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）災害に強い都市構造を形成する緑 

 

 

 

 

 

・市域西部及び南部の市街化区域周辺に残る一団の農地は、遊水機能を有し自然災害の危険防

止機能を有する緑となっています。 

・（都）師勝環状線、（都）名古屋江南線などの街路樹は、火災の延焼防止機能を有する緑となっ

ています。 

・市域における都市公園等のオープンスペースは、大気汚染や騒音を緩和し、火災の延焼防止機

能を有する緑となっていますが、旧市街地では都市公園等の配置が不足しています。 

・北名古屋市役所は災害対策本部として位置づけられています。 

・健康ドーム及び済衆館病院を核としたエリアは、市域全域の防災機能を高める「防災拠点エ

リア」に位置づけられています。 

・保育園や小中学校は避難所として位置づけます。 

・ひまわり西園などは福祉避難所（要配慮者用）として位置づけます。 

・学校のグラウンドなどは、広域避難場所として災害復旧活動の拠点と位置づけます。 

・河川緑地は、市街地間の延焼遮断や騒音などの公害防止に資する緑として位置づけられます。

・災害に強い都市構造を形成するため、住宅や工場などの緑化を推進する必要があります。 
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■防災機能の評価図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市域西部及び南部の市街化区域周辺に残る一団の農

地は、遊水機能を有し自然災害の危険防止機能を有

する緑となっています。 

・（都）師勝環状線、（都）名古屋江南線などの街路樹は、

火災の延焼防止機能を有する緑となっています。 

・河川緑地は、市街地間の延焼遮断や騒音などの公

害防止に資する緑として位置づけられます。 

・災害に強い都市構造を形成するため、住宅や工場

などの緑化を推進する必要があります。 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

 第１次緊急輸送道路（県指定） 

 第２次緊急輸送道路（県指定） 

 避難路（市指定） 

 広域避難場所（避難所との重複あり） 

 避難所 

 災害対策本部 

 その他 

 都市公園 

西春駅 

徳重・名古屋芸大駅 

上小田井駅

師勝西小学校 

東公民館 

高田寺学習等供用

健康ドーム

憩いの家ふたば荘 

電車川排水機場

西春小学校 
栗島小学校 

弥勒寺保育園

徳重保育園五条小学校

鹿田北保育園

師勝南小学校

訓原中学校 

師勝小学校 師勝中学校

鹿田学習等供用施設

総合体育館 

師勝北小学校 

熊之庄保育園 

熊野中学校 

県立西春高等学校 

天神中学校 

西春中学校

市役所西庁舎分館 市役所西庁舎 

西之保保育園 

市役所東庁舎

・市域における都市公園等のオープンスペースは、大気

汚染や騒音を緩和し、火災の延焼防止機能を有する緑

となっていますが、旧市街地では都市公園等の配置が

不足しています。 

・北名古屋市役所は災害対策本部として位

置づけられています。 

・健康ドーム及び済衆館病院を核としたエリア

は、市域全域の防災機能を高める「防災拠点

エリア」に位置づけられています。 

凡   例 

 ① 自然災害の危険防止機能を有する緑 

 ② 火災の延焼防止や公害の緩和機能を有する緑 

 ③ 避難場所（災害復旧活動の拠点）機能を有する緑 

 ④ 災害に強い都市構造を形成する緑 

・保育園や小中学校は避難所として位置づけ

ます。 

・ひまわり西園などは福祉避難所（要配慮者

用）として位置づけます。 

・学校のグラウンドなどは、広域避難場所と

して災害復旧活動の拠点と位置づけます。

薬師寺保育園

鴨田小学校

九之坪保育園 久地野ほほえみ広場 

（久地野保育園） 

ふれあい施設

あさひ子どもふれあいセンター 

憩いの家さくら荘 

師勝東小学校 

六ツ師保育園

総合福祉センターもえの丘 

ひまわり西園

文化勤労会館 

憩いの家さかえ荘

沖村保育園 

白木中学校
白木小学校 

鹿田南保育園 
中之郷保育園 
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 ４．景観構成機能の解析・評価 

・景観構成機能については、優れた歴史的風土、良好な景観、良好な眺望地点といった視点を

中心に緑を評価します。 

（１）優れた歴史的風土を構成する緑 

 

 

 

 

 

 

（２）良好な景観を構成する緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）良好な眺望地点となっている緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康ドームや文化勤労会館などの施設の上層階から、市域が眺望できます。 

・合瀬川、五条川などの散策路は、周辺の水辺や田園風景の眺望地点となっています。 

・市域は平坦な地形を呈しており、一団の樹林となっている社寺境内地は優れた歴史的風土を

構成する緑となっています。 

・高田寺、白山社、旧加藤家、長岳院等の社寺の樹林は、優れた歴史的風土を構成する緑とし

て、地区のランドマークとなっています。 

・（都）豊山西春線の名古屋芸術大学付近では、アートエリアロードとして修景整備が進められ

良好な景観を構成する緑となっています。 

・（都）西春駅東線などは街路樹により緑の景観が形成されています。 

・西春駅周辺の植栽は、良好な商業地景観を構成する緑となっています。 

・まちの玄関口となっている西春駅周辺は都市拠点として、徳重・名古屋芸大駅は副都市拠点

として、にぎわいとうるおいが溢れる快適で安心なまちづくりの推進が必要です。 

・市街化区域周辺の農用地は、良好な田園景観を構成する緑として位置づけます。 

・緑の多い公共施設は、街なかの緑の景観ポイントとなっています。 
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■景観構成機能の評価図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市域は平坦な地形を呈しており、一団の樹林

となっている社寺境内地は優れた歴史的風

土を構成する緑となっています。 

・高田寺、白山社、旧加藤家、長岳院等の社寺

の樹林は、優れた歴史的風土を構成する緑と

して、地区のランドマークとなっています。

・（都）豊山西春線の名古屋芸術大学付近では、

アートエリアロードとして修景整備が進めら

れ良好な景観を構成する緑となっています。

・健康ドームや文化勤労会館などの施設の

上層階から、市域が眺望できます。 

天神社 

天王社 
高塚古墳 

八幡社

雲太寺
林證寺

生田社

名古屋芸術大学 

西キャンパス 
霊松寺 

徳円寺 

物語の広場 東光寺

八幡社

西春小学校 

児社

普門寺 十所社
円乗寺 

八幡社 

天神社 

松林寺
日吉神社

名古屋芸術大学

東キャンパス 

熊野神社 

長岳院

長栄寺 

コッツ山公園 

旧加藤家住宅 

牟都志神社

白山社

高田寺 

全昌寺

仁昌寺

院田薬師堂

健康ドーム

平田寺

富士浅間神社

国霊神社 
徳重・名古屋芸大駅 

西春駅 

上小田井駅

凡   例 

 ① 優れた歴史的風土を構成する緑 

 ② 良好な景観を構成する緑 

 ③ 良好な眺望地点となっている緑 

凡   例 

 市域界 

 市街化区域 

 田園景観 

 河川景観 

 歴史的景観 

 幹線道路 

 桜並木 

 核となる公園・建物景観 

・合瀬川、五条川などの

散策路は、周辺の水辺

や田園風景の眺望地

点となっています。 

・（都）西春駅東線などは街路樹により緑の景

観が形成されています。 

・西春駅周辺の植栽は、良好な商業地景観を

構成する緑となっています。 

・まちの玄関口となっている西春駅周辺は都

心核として、徳重・名古屋芸大駅は副都心核

として、にぎわいとうるおいが溢れる快適

で安心なまちづくりの推進が必要です。 

・市街化区域周辺の農用地は、良好な田園景観を構成

する緑として位置づけます。 

・緑の多い公共施設は、街なかの緑

の景観ポイントとなっています。
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 ４－３ 緑の課題の整理                                                                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●農地 

(5)レジャー農園など、市民が自然と触れ合う場

の充実を図る必要があります。 

(6)生産緑地は緑の拠点として活用を図るととも

に、遊水機能や生物の生息空間を維持するた

めオープンスペース機能を維持していく必要

があります。 

●都市農業振興基本計画 
・「都市農業の多様な機能の発揮」が求めら

れており、市民農園などの農作業体験の環

境整備など農地活用策の検討が可能。 

●生産緑地法 
・生産緑地地区の面積要件の引下げ 

・生産緑地地区における建築規制の緩和 

・特定生産緑地制度 

法改正 

●環境保全機能 

・河川や市街地西部や南部の一団の農地は、都市環境向

上機能を有するほか、動植物の生息・生育地となって

います。 

・社寺林は市内の貴重な樹林地であり、動植物の生息・

生育地であるため保全が必要です。 

●レクリエーション機能 

・五条川、合瀬川などの河川やレジャー農園は、市民が

自然とふれあう場となっています。 

・都市公園・緑地は、地域により配置状況に差があります。

・街区公園や児童遊園など小規模な公園が多く、市民 1 人

当たりの公園面積が不足しています。 

●防災機能 

・市域西部及び南部の市街化区域周辺に残る一団の農地

は遊水機能などの防災・減災機能を有しています。 

・都市公園等のオープンスペースが少ない地域もあり、

災害時の避難地となる空間が十分とはいえません。 

●景観構成機能 

・アートを活かしたまちづくりを推進し、特徴あるまち

の景観を形成していくことが求められます。 

・高田寺、白山社、旧加藤家、長岳院等の樹林は、本市

の地域らしさや歴史を感じられる緑として保全・活用

が必要です。 

緑の 4 機能の解析・評価のまとめ 北名古屋市の緑の課題のまとめ 

市民アンケート 

・市の魅力：「農地や川などの自然の潤い」 

・緑の要望：「街路樹の維持管理不足」や「小さな子どもの

遊ぶ芝生広場がほしい」、「公園が古い」など 

・農地活用：「新規就農の推進」、「休耕農地の活用」など 

・文化芸術：名古屋芸術大学との連携に期待 

・転出意向の理由：「公園や憩いの場が少ない」 

・市民協働：花壇づくりや、児童遊園の除草作業など 

■都市計画マスタープラン 

【都市づくりの考え方】 

集約された都市のなかで、活力ある産業を育むとともに、都市と農の共

存によるゆとりや潤いのある高質な都市づくり 

【都市施設の方針（公園・緑地抜粋）】 

①都市公園の整備推進 

②生産緑地を活用した公園・緑地の整備 

③都市農地の活用 

緑地現況調査 

■愛知県広域緑地計画 

【計画の理念】 

都市と自然が調和した環境にやさしいあいちの緑づくり 

【地域別緑地計画（名古屋地域）】 
・五条川の河川沿いの緑地は、山地や海岸の冷気を市街地に導入する風の

道を形成する等、本地域の都市環境を保全するとともに、生態系ネット
ワークの形成に役立つため、水と緑のネットワークの軸線としていくこ
とが必要。 

■名古屋都市計画区域の整備・開発・保全の方針 

【主要な都市計画の決定等の方針（緑に関する記述抜粋）】 

・都市公園、丘陵地や社寺境内の樹林地、市街地周辺の農地、河川の水辺

など、住民にとって身近な自然的環境の整備や保全を促進。 

・都市の高温化現象の緩和、生物多様性の保全、災害時の避難経路の確保

といった観点から、河川や道路空間の活用も図りつつ都市公園を拠点と

した自然的環境インフラネットワークを形成。 

●公園・緑地 

(3)都市公園や緑地の量的・質的な充足と、地域の

均衡ある配置を実現するための様々な方策の

検討が必要です。 

(4)緑の拠点となっている健康ドームや文化勤労

会館周辺の緑地空間等の充実が必要です。 

●河川・街路樹 

(1)河川や幹線道路沿いの街路樹は、緑の骨格を

形成しており、これらを活用して公園・緑地

等をネットワーク化する必要があります。 

(2)河川は、生物の生息場所として保全を図りな

がらも川に親しめる施設の充実を図る必要が

あります。 

●その他 

(7)災害時に避難地となるオープンスペースの確

保が必要です。 

(8)市内の公共施設や民有地の緑化の充実を図る

必要があります。 

(9)アートを活用した修景整備などにより、個性

的・魅力的な都市景観を形成していく必要が

あります。 

(10)歴史特性を有する社寺林を保全する必要があ

ります。 

●都市公園法 
・民間による公共還元型の収益施設

の設置管理制度の創設 

●都市緑地法 
・民間による市民緑地整備を促す制

度の創設 

・緑の担い手に民間主体を指定する

制度の拡充 

上位計画での位置づけ 

・都市計画区域内の都市公園面積は 4.23ha（0.50 ㎡／人）、公園・広場

の面積は 39.76ha（4.68 ㎡／人）、市域の緑被率は 34％ 〔H28 年度〕 
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凡   例 

 農地の活用 

 農地の保全 

 社寺林 

 河川の保全 

 幹線道路（沿道景観の向上）

 行政界 

 市街化区域界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋芸術大学 

西キャンパス 

名古屋芸術大学 

東キャンパス 

旧加藤家住宅

白山社 高田寺

徳重・名古屋芸大駅 

西春駅 

●市域全体 

・都市公園や緑地の量的・質的な充足と、地域の均衡ある配置を

実現するための方策の検討が必要です。 

・災害時に避難地となるオープンスペースの確保が必要です。 

・市内の公共施設や民有地の緑化の充実を図る必要があります。 

緑 の 課 題 図 
《文化勤労会館・文化の森》 

・緑の拠点となっている文化勤労会館周辺

の緑地空間（文化の森）の充実が必要です。

・緑の拠点施設への集積やネットワーク化

が必要です。 

《歴史風土の緑》 

・市指定天然記念物の白山社のツブ

ラシイや、高田寺、旧加藤家、長岳

院等は、本市の歴史を伝える緑であ

り保全が必要です。 

《街路樹》 

・幹線道路沿いの街路樹により、緑の

拠点施設へのネットワーク化やそ

の充実が必要です。 

《五条川》 

・プロムナード整備計画等に基づ

き、安全性に配慮しつつ川に親し

める施設整備が求められます。 

健康ドーム

《駅周辺・沿線の緑化》 

・駅周辺はまちの玄関口としてのアートを活

用した修景整備などにより、個性的・魅力的

な都市景観を形成していく必要があります。

・沿線は基盤施設整備の推進と合わせた緑の

量の確保や修景整備が必要です。 

《生産緑地の活用》 

・生産緑地は緑の拠点として活用を図る

とともに、遊水機能や生物の生息空間

を維持するためオープンスペース機能

を維持していく必要があります。 

《合瀬川》 

・桜並木を保全するとともに、川に親し

める施設の充実が必要です。 

新川 

鴨田川 

五条川 

 

《健康ドーム・（仮称）防災・健康ひろば》 

・緑の拠点となっている健康ドームや

（仮称）防災・健康ひろばの整備・充実

が必要です。 

《新川》 

・生物の生息場所として保全を図りなが

らも川に親しめる施設の充実を図る必

要があります。 

《農地の保全・活用》 

・農地の保全に配慮しつつ、レジャー農

園など、市民が自然と触れ合う場の充

実を図る必要があります。 

Ｎ

合瀬川 

《農地の保全》 

・農地は都市環境向上機能や防災機能の

ほか、生物の生息空間を維持するため

保全する必要があります。 

長岳院

至 上小田井駅 

コッツ山公園

文化勤労会館・文化の森 
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 第５章 計画の基本方針 

 

 ５－１ 緑の基本計画の理念と緑の将来像 

 １. 緑の基本計画の理念 

本市の緑は、市域を包み込むように五条川、鴨田川、合瀬川等が流れ、濃尾平野の肥沃な

土地を活かしたおだやかな田園景観が広がっており、その中で高田寺や白山社、熊野神社等

の社寺林や屋敷林は一定のまとまった緑の景観を呈しており、本市の特徴的な緑といえます。 

近年では、身近な緑に対する市民の多様なニーズへの対応や、市民が安全・快適に緑に親

しめるよう、市民との協働や民間の力の活用といったみんなで協力して緑を育てていくこと

が求められています。また、本市は道路や鉄道の交通網に恵まれた利便性の高いまちで、名

古屋市のベッドタウンとして発展し続けており、都市空間として市民が憩える身近な緑や潤

いのある魅力的な景観へのニーズや、都市における農地の活用、防災など安全・安心なまち

づくりへの期待が高まっています。 

北名古屋市総合計画では、目指すまちの姿として「健康快適都市 誰もがいきいきと安全・

安心に暮らせるまち」を掲げており、都市計画マスタープランでは「やすらぎや潤いのある

都市空間の創出」を目指すまちの姿とし、都市づくりの考え方として「集約された都市のな

かで、活力のある産業を育むとともに、都市と農の共存によるゆとりや潤いのある高質な都

市づくり」を掲げています。 

このため、緑の基本計画の基本理念としては、緑の有する機能がより発揮されるよう、本

市の緑の骨格を形成する河川や幹線道路沿いの街路樹によるネットワークを形成すること

で、環境面や景観面で多様な機能をもつ農地や公園等の拠点となる緑をつなぎます。また、

市民が身近に緑に親しむ機会を増やすため、農地等のオープンスペースの活用を検討するな

ど、まちの活性化につながる緑づくりを進めていきます。 

これらを踏まえ、緑・農・人がつながり、楽しく快適に暮らせるまちの創出を目指し、緑

の基本計画の基本理念を以下のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

緑・農・人がつながり 

楽しく快適に暮らせるまち 北名古屋市 

緑の基本計画のテーマ 
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２. 緑の将来像 

  緑の基本計画のテーマを踏まえ、緑の将来像を以下のように設定します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

東庁舎

Ｎ 

水

場

川

合

瀬 

川 

凡                例 

 まちの顔となる緑（鉄道沿い・駅周辺・庁舎）  市街地（公共施設・民有地の緑化）

 交流拠点の緑（緑化重点地区）  保全する農地 

 
地域拠点となる緑（街区公園及びスポーツ施設等）

 活用を推進する農地 

  保全・活用する農地（生産緑地） 

 緑のネットワーク（街路樹）  行政界 

 緑のネットワーク（河川）  市街化区域界 

西春駅周辺 

■北名古屋市の緑の将来像図 

五条川の自然

新川 

五条川 

合瀬川緑道

（小牧市）

文化勤労会館周辺

庄内川緑地

（名古屋市）

岩倉市

一宮市

清須市 

小牧市

豊山町 

名古屋市
北区 

名古屋市
西区 

既 設・整備中  

鴨 

田

川

健康ドーム周辺 

（仮称）鹿田中央公園周辺

熊之庄（生産緑地）周辺

高田寺（生産緑地）周辺

構 想 

沖村西部（生産緑地）周辺

西庁舎

徳重・名古屋芸大駅周辺
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５－2 計画の基本方針 

本市の緑の目指すべき方向を基本方針として以下のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針２：公園や広場など拠点となる緑について、多様な方策を用いて 

整備・運営を図ります

基本方針３：農地の多面的な機能を活用し、潤いとゆとりのある暮しにつなげます

基本方針１：緑を守り育み、緑のネットワークを形成します 

子どもたちから高齢者まで多くの世代が集まる憩いの場所となる身近な公園や広場などの

まちの拠点となる緑をつくります（整備・運営）。こうした拠点的緑は災害時には避難場所と

しても機能します（活用）。 

市民からの公園に関する多様なアイデアを受け入れ、既存や新しく整備する公園の利活用

を図ります。 

公共施設や民有地の面的な緑化の充実など、行政と市民が協力して市街地の緑の質を高め

ることを目指し、緑や花と親しめる空間や仕組みを増やします。 

また、民間活力導入により空き地等を活用した市民緑地等の整備やプレーパークの実施検

討など、身近な緑の拠点づくりに取り組みます。 

農地は、農作物の生産・供給の場、食育の場の提供だけでなく、景観向上・環境保全の機能、

都市農業の振興など交流・憩いの機能、防災の機能を有しており、これらの多面的な機能を活

用し、潤いとゆとりのある暮しにつなげます。 

生産緑地地区については、生産緑地法等の改正をふまえ、オープンスペースとしての利活

用の検討など都市と農地が共存する魅力あるまちづくりへの取り組みを進めます。また、市

民が身近に農にふれあえる空間の充実（整備・活用・保全）に取り組みます。 

河川や社寺林、幹線道路の街路樹、鉄道沿いの緑地などは、まちの骨格を形成するととも

に、都市化が進む中で貴重な生物の生息空間であり、防災・減災機能も有しています。これ

らの緑の有する機能がより発揮されるよう、緑のネットワークを形成し、大切に保全・整備

します。 

また、本市が名古屋都市計画区域の一部であることを前提に周辺地域と連携を図ることで、

広域的な緑地ネットワークを活用します。 

防災・減災において、雨水流出抑制機能や、暑熱環境緩和機能等、近年の大規模災害にも

対応するグリーンインフラ機能の充実・強化を図ります。 
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 ５－３ 緑の基本計画の目標水準 

 １. 計画フレーム 

・本計画策定の前提となる計画対象地域、人口の見通し、市街化区域等の規模について「北名古

屋市都市計画マスタープラン」を基に整理します。 

（１）計画対象区域 

計画対象市町村名 都市計画区域名称 

北名古屋市全域 

1,837ha 

名古屋都市計画区域 

1,837ha 

（２）人口の見通し 

年次 
現況 

（2017 年） 

ピーク時 

（2020 年） 

目標年次 

（2029 年） 

人口 84,906 人 87,103 人 86,300 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）市街化区域の規模 

年次 
現況 

（2017 年度） 

目標年次 

（2029 年度） 

市街化区域面積 1,210ha 1,241ha 

   注：市街化区域面積は、都市計画マスタープランの拡大市街地の住居系面積増加分 31ha を加えたもの 

資料：国勢調査（1990年～2015年）、第2次北名古屋市総合計画（2020年～2040年）

※推計値は国立社会保障・人口問題研究所の推計データ及び最新の国勢調査（2015年）データをもとに、コーホート要因法

により推計したものです。資料：都市計画マスタープラン、平成29年の人口は住民基本台帳（平成28年10月1日現在） 

実績値 推計値

目標年次 
2029年：約86,300
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2. 計画の目標水準 

本計画における確保すべき目標水準を以下のように設定します。 

 

（１）公園・広場の整備に関する目標 

・本市における公園・広場（都市公園+公共施設緑地）※1 の整備量は、国が示している市街地

における都市公園の住民一人当たりの標準「5 ㎡以上」（都市公園法施行令第 1 条の 2）に

対し不足していることから、今後も公園・広場の整備を着実に進めることを目指します。 

・本市においては、全域において都市公園の整備が必要である一方、児童遊園やスポーツ広場

（公共施設緑地）が各地区に整備されていることから、それらの広場を含め計画の目標水準

を設定します。目標年次※2 の 2029 年度においては、緑の将来像図で示した交流拠点の緑

を中心に多様な手法で公園・広場の整備を進め、一人当たりの公園・広場の確保目標を 3.2

㎡/人とします。 

・本市の都市公園面積は 2017 年度現在 4.2ha であり、目標年次には身近な公園の整備によ

り 6.0ha を目指します。 

・なお、本市からの公園利用圏域にある広域型公園である庄内緑地公園（名古屋市、都市公園

面積 47.39ha、本市中心部より約 3km の位置）を面積計上すると、市街地内における一

人当たり公園面積は 9.0 ㎡/人となります。 

■公園・広場の確保目標 

項  目 
現  況 

2017 年度 

目標年次 

2029 年度 

一人当りの公園・広場面積の目標 

（市街化区域内） 
2.9 ㎡/人 3.2 ㎡/人 

都市公園面積の目標 4.2ha 6.0ha 

      ※1：（都市公園+公共施設緑地）→緑の基本計画ハンドブックでは「都市公園等」に該当する 

※2：目標年次及び長期目標の年次設定は、北名古屋市都市計画マスタープランによる 

 （2）緑の保全、緑化推進に関する目標 

・緑の保全、緑化推進に関する目標として、市域全体に対して緑に覆われた面積量を示す緑被

率を指標として設定します。現況において、緑被率は市街化区域で約 11％、市街化調整区

域で約 50％、市域全体 25％となっています。 

・一般に市街地では永続性のある緑地の割合としては、30％が望ましい緑の都市像（緑の政

策大綱:平成 6 年、社会資本整備審議会：平成 19 年）である、とされています。本市は、

市街地と周辺地が近接、連坦しており、市域全体での緑被率を目標として設定します。今後、

公園・広場の整備や公共施設の緑化推進、生産緑地地区の拡充などにより市域全体での緑被

率は、現況値の維持を図ることを目標とします。 

 



 

 

 

5 － 6 

 

■緑の保全、緑化推進に関する目標 

項  目 
現  況 

2017 年度 

目標年次 

2029 年度 

長期目標（参考）

2040 年度 

市域全域の緑被率 25％ 25％ 25％ 

      

・本市の農地は名古屋市に隣接している状況にある都市において、農産物の生産機能だけでは

なく、都市環境の快適性向上や環境負荷軽減、潤いや憩い、防災機能を有しています。今後

は、農地の多面的な活用により交流体験スペースとしても有効であり、都市に残された貴重

な農地の保全が重要となってきます。このため、市街化区域内の農地について、生産緑地地

区の維持や新規確保を目標とします。 

■生産緑地地区の確保に関する目標 

項  目 
現  況 

2017 年度 

目標年次 

2029 年度 

生産緑地地区面積 19.3ha 20ha 

（3）緑に関する市民意識の目標 

・生活環境やスポーツ施設の充足度などの緑に関する市民意識調査（アンケート）の満足度向

上を目指します。 

■緑に関する市民意識調査 満足度の目標 

項  目 
現  況 

2017 年度 
中間目標 

2029 年度 

「農地や川など潤いがある」 15％ 17％ 

「生活環境（上下水道、歩道、公園・街路樹・街路

灯などの整備）がよい」 
9％ 15％ 

「図書館や公民館、スポーツ施設など公共施設が充

実している」 
18％ 25％ 

    注：現況は「第２次北名古屋市総合計画及び名古屋市との合併に関する市民意識調査結果（2017 年 2 月） 

（４）緑化活動に関する目標 

・環境美化に対する市民意識の高揚に向けた取り組み指標として、市が管理する道路や公園を

市民等が里親となって美化活動を行うアダプトプログラムの登録団体数の増加を目指しま

す（総合計画における目標指標と同一）。 

    ■緑化活動に関する目標 

項  目 
現  況 

2017 年度 

目標年次 

2029 年度 

長期目標（参考）

2040 年度 

アダプトプログラム登録団体数 12 団体 20 団体 30 団体 
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 第６章 緑の施策 

３つの基本方針を踏まえ、具体的な施策について次ページのように設定します。 
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■施策の体系 

緑の 

将来像 
基本方針 施策の方向 具体的な取組 対応番号

緑
・
農
・
人
が
つ
な
が
り  

楽
し
く
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち 

北
名
古
屋
市 

Ⅰ 緑を守り育み、緑のネットワークを形成します 
■河川や社寺林、幹線道路の街路樹、鉄道沿いの緑地などは、まちの骨格を形

成するとともに、都市化が進む中で貴重な生物の生息空間であり、防災・減

災機能も有しています。これらの緑の有する機能がより発揮されるよう、緑

のネットワークを形成し、大切に保全・整備します。 

■本市が名古屋都市計画区域の一部であることを前提に周辺地域と連携を図る

ことで、広域的な緑地ネットワークを活用します。 

■防災・減災において、雨水流出抑制機能や、暑熱環境緩和機能等、近年の大

規模災害にも対応するグリーンインフラ機能の充実・強化を図ります。 

1．社寺林などの保全と緑のネットワーク形成
 ① 河川、街路樹、社寺林などの保全を図り、緑のネットワークを形成し、

快適な歩行空間や、生物の生息空間として保全・活用を図ります。 

課題 

(1)(2)(10) 

2. 周辺の地域と連携した緑地整備・活用  ② 周辺の地域と連携した緑地整備・活用を図ります。 課題(3) 

3. 防災・減災に資するグリーンインフラの充実  ③ 防災・減災に資するグリーンインフラ機能の充実・強化を図ります。 課題(7) 

Ⅱ 公園や広場など拠点となる緑について、 

多様な方策を用いて整備・運営を図ります 

■子どもたちから高齢者まで多くの世代が集まる憩いの場所となる身近な公園

や広場などのまちの拠点となる緑をつくります（整備・運営）。こうした拠点

的緑は災害時には避難場所としても機能します（活用）。 

■市民からの公園に関する多様なアイデアを受け入れ、既存や新しく整備する

公園の利活用を図ります。 

■公共施設や民有地の面的な緑化の充実など、行政と市民が協力して市街地の

緑の質を高めることを目指し、緑や花と親しめる空間や仕組みを増やしま

す。 

■また、民間活力導入により空き地等を活用した市民緑地等の整備やプレーパ

ークの実施検討など、身近な緑の拠点づくりに取り組みます。 

1．新たな地域拠点となる身近な公園整備  ① 新たな地域拠点となる身近な公園等を適正に配置・整備します。 課題(3)(4)

2．既存公園等の維持管理・運営の充実  ② 既存公園等の維持管理・運営の充実を図ります。 課題(3) 

3. 市民意向を踏まえた公園整備 
 ③ 市民からの公園に関する多様なアイデアを受け入れ、既存や新しく整

備する公園の利活用を図ります。 
課題(3) 

4．まちの顔となる公共公益施設の緑化推進 
 ④ 主要駅周辺や市役所など公共公益施設は、まちの顔としての緑化を推

進します。 

課題 

(8)(9) 

5．民間活力導入による身近な緑の拠点づくり
 ⑤ 民間活力導入による空き地等を活用した市民緑地の整備やプレーパ

ークの実施検討など、身近な緑の拠点づくりに取り組みます。  
課題(3) 

6．市民協働により緑化推進 
 ⑥ 公共施設や民有地の面的な緑化の充実など、市民との協働により、み

んなで緑を育くむ施策を推進します。 
課題(8) 

Ⅲ 農地の多面的な機能を活用し、 

潤いとゆとりのある暮しにつなげます 

■農地は、農作物の生産・供給の場、食育の場の提供だけでなく、景観向上・

環境保全の機能、都市農業の振興など交流・憩いの機能、防災の機能を有し

ており、これらの多面的な機能を活用し、潤いとゆとりのある暮しにつなげ

ます。 

■生産緑地地区については、生産緑地法等の改正をふまえ、オープンスペース

としての利活用の検討など都市と農地が共存する魅力あるまちづくりへの取

り組みを進めます。また、市民が身近に農にふれあえる空間の充実（整備・

活用・保全）に取り組みます。 

1．生産緑地により農のある景観を形成 
 ① 生産緑地地区の指定条件の見直しを検討し、名古屋市近接都市にあっ

て農と共存する快適でゆとりのある居住環境を形成します。 
課題(6) 

2．都市農業を取り込んだ空間の整備 
 ② 食育の場の提供など農のもつ多面的な機能を総合的に体験できる、都

市農業を取り込んだ空間の整備検討を進めます。 
課題(5) 

3．市民農園やレジャー農園の充実 
 ③ 市民が身近に農とふれあう場として市民農園やレジャー農園の充実

を図ります。 
課題(5) 

4．避難場所や遊水地として農地を活用  ④ 災害時の避難場所や遊水地として農地を活用します。 課題(6)(7)

5．生態系維持機能の場として農地を活用  ⑤ 大気や水環境の保全、生態系維持機能の場として農地を活用します。 課題(6) 
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６－１ 緑を守り育み、緑のネットワークを形成します 

緑を守り育み、緑のネットワークを形成するための具体的な取組を以下のように設定します。 

  【基本方針】                                    【具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 緑を守り育み、緑のネ

ットワークを形成しま

す 

①河川、街路樹、社寺林などの保全を図り、

緑のネットワークを形成し、快適な歩行空

間や、生物の生息空間として保全・活用を

図ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1. 市域を取り囲む河川や市内を流れる

河川の緑化を推進 

2. 河川空間の自然の保全と、散策ルー

トの整備を行い、親水性の向上を図

る 

3. 高田寺や白山社・松林寺など社寺林

の保全 

4. 特徴のある美しい並木道づくり 

5. 鉄道高架側道の緑道づくり 

6. アートエリアロード、鉄道沿い、鴨

田川沿いなど、本市の中心市街地を

周回するルートの緑化推進 

②周辺の地域と連携した緑地整備・活用を図

ります 

③防災・減災に資するグリーンインフラ機能

の充実・強化を図ります 
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 Ⅰ—① 河川、街路樹、社寺林などの保全を図り、緑のネットワークを形成し、快適

な歩行空間や、生物の生息空間として保全・活用を図ります 

 

 Ⅰ—①—1 市域を取り囲む河川や市内を流れる河川の緑化を推進 

・五条川や合瀬川など市域外周を流れる河川や鴨田川などの市内を流れる河川のネットワ

ークの緑化を図り、親水空間づくりや水辺の散策路整備を行います。 

・水辺の散策路整備では、地域で見られる生き物などを示す情報提供を行います。また、沿

川の農地を活用し、菜の花やレンゲなどの草花（景観作物）を植栽した田んぼアートづく

りなどを進めます。また、水辺はビオトープ（生物生息空間）としての整備を行うことに

より、周囲の農地との連続性を確保していきます。 

 

■河川沿いの緑化 
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 Ⅰ—①—2 河川空間の自然を保全と散策ルートの整備を行い、親水性の向上を図る 

・五条川や合瀬川などの河川は、本市を形づくる緑地であると同時に、風の道となり上流や下

流の市街地に向かって冷涼な風を送り届け、快適な都市環境に資する緑地となっています。

また、桜並木や親水施設などがあり、市民の愛着が深いことから今後も積極的に保全を図り

ます。 

・河川空間は、今後も親水施設整備や散策ルートの整備を進め、レクリエーション機能をさら

に高めるよう努めます。 

■五条川沿いの休憩スポット（迎島公園）              ■五条川沿いの散策路 

  

 

 

 

  

    

■合瀬川沿いの散策路（回想の道）          ■新日本歩く道紀行 文化の道 100 選認定（回想の道） 

 

 

 

 

 

 

■鴨田川の散策路（北方向） 
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 Ⅰ—①—3 高田寺や白山社・松林寺など社寺林の保全 

・高田寺や白山社・松林寺などの歴史性のある社寺林は、本市の歴史や自然を伝える緑地と

して重要であることから保全します。樹林地の少ない本市にとっては、まとまりのある緑

地として貴重であり、野鳥や昆虫の生息場所や移動の中継点ともなるため保全します。 

■高田寺の社寺林                              ■白山社の社寺林 

 

 

 

 

 

             

■松林寺の社寺林                              ■熊野神社の社寺林 

 

 

 

 

 

 

   ・これらの社寺林は古くから地域に根付いており、現在も地域の生活と関わりがあり永続的 

な緑地として存続すると考えられますが、適正な維持管理や緑地としての担保性の強化と 

いう点から、以下の手法による保全を進めていくことも検討します。推進にあたっては、

都市計画決定に伴う関係機関との調整や地権者、地域等の合意形成が必要となります。 

   
■社寺林の保全に関する制度-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制度名 関係法令 概要 指定要件 

特別緑

地保全

地区制

度 

都 市 緑 地

法 

都市における良好な自然

的環境となる緑地におい

て、建築行為など一定の行

為の制限などにより現状

凍結的に保全する制度。 

・無秩序な市街化の防止、公害又は災害の

防止のため必要な遮断地帯、緩衝地帯又

は避難地として適切な位置、規模及び携

帯を有する緑地 

・神社、寺院等伝統的、文化的意義を有す

る緑地 

・風致又は景観が優れている緑地、動植物

の生息地として適正な保全が必要な緑

地 
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■社寺林の保全に関する制度-2 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ—①—4 特徴のある美しい並木道づくり 

・都市計画道路の新規整備にあわせ、西春駅東線のケヤキ並木のような街路樹植栽を進めま

す。植栽する樹種は、沿道住民の要望等をふまえて愛される道路景観づくりを目指します。 

・市域を縦横に通過する都市計画道路については、道路の整備にあわせて積極的に街路樹植

栽を行い、線的な緑から網目状に緑が広がるようにします。 

・緑のネットワークを形成する街路樹の適切な維持管理を図ります。 

■（都）西春駅東線のケヤキ並木                   ■（都）西春駅東線 

 

 

 

 

 

      

制度名 関係法令 概要 指定要件 

市民緑

地制度 

都 市 緑 地

法 

・地権者と市が契約を締結

し、緑地や緑化施設を公

開する制度 

・都市計画区域内 300m2 以上の土地又

は人工地盤、建築物その他の工作物 

・契約期間 5 年以上 

市民緑

地認定

制度 

都 市 緑 地

法 

・民有地を地域住民の利用

に供する緑地として整

備・管理するものが、設

置管理計画を作成・申請

し、市長の認定を受けて

一定期間市民緑地を整

備・利活用する制度 

・緑化重点地区内 

・設置期間 5 年 

・設置管理主体 

民間(団体 NPO 法人、住民団体、企業等)

・緑化率 20％以上 
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 Ⅰ—①—5 鉄道高架側道の緑化推進 

・西春駅周辺から徳重・名古屋芸大駅周辺における鉄道高架化が計画されており、段階的な

高架化に伴う仮線用地を歩行者・自転車が安全で快適に通行できる緑が豊かな歩行空間と

して整備し、市街地に憩いとうるおいをもたらす空間づくりを推進します。 

■鉄道高架沿線の緑化推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：北名古屋市鉄道周辺まちづくり構想（平成 25 年 2 月）をもとに作成 

 

■鉄道高架沿線の緑化事例  

  

 

 

 

 

 

     春日井市、JR 中央本線勝川駅付近          豊田市、名鉄三河線沿い緑陰歩道 

 

 

  

鉄道高架沿線の緑化
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 Ⅰ—①—6 アートエリアロード、鉄道沿い、鴨田川沿いなど、本市の中心市街地を周

回するルートの緑化推進 

・歩行者の回遊性を高めるため、鉄道高架の側道の緑化のほか、文化勤労会館やアートエリ

アロードなどを経由するルートについての緑化を推進します。本市が有する多様な文化資

源やモニュメントに彩りや風格を与える街路樹植栽やプランター等による緑化を推進し、

緑豊かな散策路づくりを行います。ここでは周辺の文化財やアート作品等の案内や散策ル

ートなどを示す情報提供を行うとともに、地域のイベントや祭り、作品展などの情報を地

域住民自らが発信できるようにし、既存施設とのネットワーク化を図っていきます。 

・また、五条川、合瀬川、水場川などでは水辺に親しめる心地よい歩行空間を創出するため、

遊歩道を整備します。特に合瀬川は小牧山につながる広域的な遊歩道を整備します。 

■『快適歩行空間』（緑化を推進するルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■沿道の緑と一体となったアートエリアロードの街路樹 

 

 

 

 

 

交流拠点となる緑

『快適歩行空間』

まちの顔となる緑 

河  川 

東庁舎

熊之庄（生産緑地）周辺

徳重・名古屋芸大駅周辺 
文化勤労会館周辺

（仮称）鹿田 

中央公園周辺 

西庁舎 西春駅周辺 

健康ドーム周辺 

高田寺（生産緑地）周辺

Ｎ 

アートエリアロード 

沖村西部（生産緑地）周辺 
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 Ⅰ—② 周辺の地域と連携した緑地整備・活用を図ります 

・本市は名古屋市に隣接しており、本市中心部から約 5 ㎞（総合公園クラスの約 80％誘致

圏は約 10ｋｍ、広域公園の約 70％誘致圏は約 20ｋｍ）に総合公園である「庄内緑地公

園（名古屋市）」があり、これらと連携し、広域型公園利用機能需要への対応を図ります。

また、五条川や合瀬川散策路などによる歩行者系ネットワークの整備推進を図ります。 

■北名古屋市周辺の広域的な緑地の分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北名古屋市

図：愛知県広域緑地計画（名古屋地域、尾張
地域）をベースに作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：庄内緑地ホームページ 

 国営公園 

● 国営公園（拠点） 

● 広域公園 

● 総合公園 

● 運動公園 

● その他（広域公園相当） 

● その他（総合・運動公園相当）

 緑道 

凡 例 
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 Ⅰ—③ 防災・減災に資するグリーンインフラ機能の充実・強化を図ります 

・近年の異常気象により、ゲリラ豪雨が多発し中小河川の水害が発生する危険性が高まって

います。緑化や農地の持つ防災機能（グリーンインフラ機能）の活用による自然面の保全・

確保や、雨水浸透施設の設置促進、透水性舗装の拡大などにより、都市型水害への対策の

取り組み強化を図ります。 

■グリーンインフラ機能を活用した都市型水害対策のイメージ 

 

 

資料：防災系統緑地の計画手法に関する技術資料、国土交通省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒸発

降雨

街路樹

農地 

駐車場の緑化

雨水の地下浸透

地下水の涵養

雨水浸透施設

湧水 

樹林などのみどり

雨水の地下浸透 
雨水浸透・貯留施設

水量・水質

の確保 

河川

雨水タンク 
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 ６－2 公園や広場など拠点となる緑について、多様な方策を用いて整 

        備・運営を図ります 

公園や広場など拠点となる緑について、多様な方策を用いて整備・運営を図るための具体的な取

組を設定します。 

  【基本方針】                                    【具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 公園や広場など拠点と

なる緑について、多様

な方策を用いて整備・

運営を図ります 

①新たな地域拠点となる身近な公園を適切

に配置・整備します 

②既存公園等の維持管理・運営の充実を図り

ます 

③市民からの公園に関する多様なアイデア

を受け入れ、既存や新しく整備する公園の

利活用を図ります 

⑤民間活力導入による空き地等を活用した

市民緑地の整備やプレーパークの実施検

討など、身近な緑の拠点づくりに取り組

みます 

⑥公共施設や民有地の面的な緑化の充実な

ど、市民との協働により、みんなで緑を育

くむ施策を推進します 

 

 

 

 

 

 

1. 住宅地・商業地・工業地など民有地

における緑化を推進 

2. 市民との協働により、みんなで緑を

育てる施策を推進 

④主要駅周辺や市役所など公共公益施設は、

まちの顔としての緑化を推進します 
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 Ⅱ—① 新たな地域拠点となる身近な公園を適切に配置・整備します 

【交流拠点となる緑の整備】 

・市民全体の交流拠点となる緑を、周辺施設との連携の可能性や地域バランスを考慮して 5

箇所配置することを検討します。交流拠点となる緑は、「文化・アート」「健康・スポーツ」

「防災」「環境・エコロジー」「農業体験・地域交流」をキーワードに性格付けを行い、そ

れぞれ特徴的な公園整備を推進します。 

■交流拠点となる公園緑地の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【身近な公園の配置・整備】 

・本市の都市公園は、土地区画整理事業地を中心に整備されており、市全域では公園緑地の

整備箇所が十分な状況にあるとはいえないため、小学校区ごとに特色のある身近な都市公

園を配置・整備し、魅力あるまちづくりを推進します。 

・新たに創出する都市公園は、従来のような一律的な内容の整備ではなく、それぞれの場所

に応じた個性のある施設整備を行います。 

・都市公園の整備にあたっては、ユニバーサルデザインや防災、防犯、子育て支援、健康づ

くり、自然エネルギーの活用などさまざまな視点を勘案し、誰もが安全安心に利用できる

公園づくりを目指します。 

・目標年度における公園の具体配置、整備量については第８章で示します。 

 

＜農業体験・地域交流＞ 

健康ドーム周辺のエリアは、幅
広い世代を対象に、農業体験を通
じた地域交流や生きがいづくり
の場を提供するものとします。 

＜文化・アート＞ 

文化勤労会館・文化の森に隣接する
エリアでは、名古屋芸術大学と連携し
た文化・アートをテーマとした公園の
整備を推進します。 

＜健康・スポーツ＞＜防災＞ 

健康ドームに隣接するエリアでは、
一次避難地として利用できる防災機
能と日常的な運動や健康づくりの機
能を有する広場の整備を推進します。

＜環境・エコロジー＞ 

(仮称)鹿田中央周辺エリアおよ
び高田寺周辺エリアは、緑のうる
おいを感じられる身近な公園づく
りを推進します。 
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 Ⅱ—② 既存公園等の維持管理・運営の充実を図ります 

公園に対する市民の多様なニーズに対応し、市民が安全・快適に公園を利用できるよう、

限られた人手や財源の中で効率的かつ効果的に公園の管理運営を進めていくため、以下の方

針を設定します。 

１） 都市公園における維持管理の仕組みづくり 

・既存の都市公園や緑地については、事後的な維持管理から予防保全的な維持管理への転換

を図り、計画的な施設の長寿命化対策を講じ、安全・安心な公園の維持管理を進めます。 

２） 協働による都市公園の管理運営 

・公園を利用する市民と協力し、公園の安全性、快適性及び魅力の向上を図る取組を行い、

公園の質の向上を図ります。また、民間事業者による公園の管理運営の導入を検討します。 

・公園等では、地域の身近な憩いの場を安全で安心な状態に保つように、作業範囲を決め、

維持管理組織と管理契約を結び、除草、清掃作業を行っている地域があります。他の公園

でも、このような地域の組織との協働による公園の日常的な管理の仕組みの展開を図って

いきます。また、既存活動団体が存在する場合は、その活用や発展を支援します。 

３） 指定管理者制度による都市公園の管理運営 

・今後は市民との協働や指定管理者制度を活用した多様な主体による管理への移行を推進

します。 

 

 

 

 

 

・新たに整備する一定面積以上の公園等については、指定管理者制度や設置管理許可制度等

の管理運営手法の活用を検討します。 

４） 都市公園の再整備・施設更新 

・公園開設からの経過年数などにより優先順位をつけ、市民ニーズに合った公園の再整備、

施設更新を行います。 

・公園施設のバリアフリー化や防災機能の強化を推進し、利便性や安全性の向上を図ります。 

■北名古屋市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例【趣旨】 

・この条例は、地方自治法により、市が設置する公の施設の管理を行わせる指定管理

者の指定の手続等に関し必要な事項を定めるものとします。 

・指定管理者の募集、選定方法、選定結果の通知、指定管理者の指定などを定めてい

ます。 
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 Ⅱ—③ 市民からの公園に関する多様なアイデアを受け入れ、既存や新しく整備する 

        公園の利活用を図ります 

既存公園の再整備や新しい公園整備にあたっては、公園の利用者である市民の率直な意見

を取り入れるためワークショップ形式による計画づくりなど、市民との連携を強めます。 

1） 市民ワークショップによる新たな公園の基本構想作成（事例） 

・既存公園の再整備や新しい公園整備にあたっては、市民ワークショップなどにより多様な

アイデアを受け入れていく工夫を行っていきます。 

 

■市民ワークショップによる新たな公園づくり（迎島公園） 
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 Ⅱ—④主要駅周辺や市役所など公共公益施設は、まちの顔としての緑化を推進します 

【まちの顔となる主要駅周辺の緑化推進】 

・西春駅周辺および徳重・名古屋芸大駅周辺は、鉄道による来訪者が初めて目にする本市の

玄関口であることから、まちの顔となるよう景観整備・緑化を進めます。 

・本市には名古屋芸術大学のキャンパスがあることから、今後も、このアートを活かしたま

ちづくりを推進します。例えば、作品を展示できるような屋外スペースを提供し、アート

作品とまちかどの小広場や街路沿いの植栽整備が一体となった良好な景観が市内各所に

あるまちづくりを進めます。 

■西春駅西口駅前広場 

 

 

 

 

 

 

 

■まちづくり構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北名古屋市鉄道まちづくり構想 
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【公共公益施設の緑化推進】 

・行政が緑化の先導的な役割を果たすため、北名古屋市役所の東・西庁舎をはじめとする公

共公益施設の緑化に努めます。屋上緑化や壁面緑化などの特殊緑化のほかに、花壇や緑の

カーテンなど家庭でも取り入れやすい緑化手法を実践し、市民が公共公益施設を訪れた際

に見ることができるよう緑化手法紹介も行っていきます。緑化にあたっては、二酸化炭素

吸収や蒸散機能の高い樹木を選定し、地球温暖化防止やヒートアイランド現象の緩和に寄

与するようにします。また、裸地となっている公共スペースの緑化を検討します。 

・小中学校は、災害時の避難場所としての機能を持つ施設であり、積極的な緑化により防災

機能を向上します。また、緑の中継点としての機能や児童の環境学習の場として機能する

よう校舎のエコアップを図ります。 

・西春中学校は、エコ改修を実施していることから、本市のエコロジー・環境のモデルとな

り、他の小中学校へ普及していくとともに、本市のエコロジー・環境に関する情報提供拠

点としていきます。 

 

■公共施設の緑化推進（北名古屋市西庁舎）  ■公共施設の緑化推進（北名古屋市東庁舎） 

 

 

 

 

 

 

 

■公益施設の緑化推進（北名古屋市東図書館）    ■小中学校の緑化推進（北名古屋市鴨田小学校） 
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Ⅱ—⑤ 民間活力導入による空き地等を活用した市民緑地の整備やプレーパークの実 

       施検討など、身近な緑の拠点づくりに取り組みます 

（1）市民緑地 

・市民緑地認定制度は、市町村長により認定を受けた設置管理計画に基づき、民間主体が広

場等を「市民緑地」として設置・管理する制度です。民間主体による緑の保全・創出及び

空き地の有効活用等の取り組みを推進します。 

・市民緑地は、都市計画区域内の 300 ㎡以上の土地又は人工地盤、建築物その他の工作物

が対象となります。管理期間は 5 年以上で、敷地面積に対して 20％以上の緑化が必要と

なります。 

    ■市民緑地認定制度のフロー        ■市民緑地のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）プレーパーク 

・子どもたちが自分の好奇心を追求し創意工夫を重ねながら、自由にのびのびと遊べる冒険

遊び場を「プレーパーク」と言います。プレーパークでは、子どもの遊びをサポートした

り、相談にのったりするプレーリーダーとともに、子どもたちの自主性を育てる遊び場づ

くりを目指しています。 

・子どもたちが自然に親しみながら、自主性や創造力を育くむことができる取り組みであり、

全国の約 220 箇所で実施されています。本市においても、「プレーパーク」の実施を検討

しており、先進事例の視察や候補地の検討などを行っています。 
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【プレーパークとは】 

・子どもが「遊び」をつくる遊び場である。 

 ・そこでは落ち葉や泥や自然の素材を使って、遊び場にあるスコップや金づちなどを使用し

て、自分の「やってみたいと思うこと」を実現していく。 

 ・様々な遊びが展開されていくため、変化し続ける遊び場ともいえる。 

 ・「自分の責任で自由に遊ぶ」をモットーに掲げ、禁止するのではなく、一緒に考えてやっ

てみることで、のびのびと思いきり遊べることができるプレーパークは、子どもが生きる

力を育むことを支えている。 

＜プレーパークの運営のために必要なこと＞ 

①住民によって運営すること 

②住民と行政のパートナーシップを築くこと 

③専門職のプレーリーダーがいること 

 

■プレーパークの様子（愛知県内の事例） 

   

 

 

 

 

           三好丘緑地             天白公園 

資料：特定非営利活動法人 日本冒険遊び場づくり協会ホームページ 
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Ⅱ—⑥ 公共施設や民有地の面的な緑化の充実など、市民との協働により、みんなで 

        緑を育くむ施策を推進します 

 

 Ⅱ—⑥—1 住宅地・商業地・工業地など民有地における緑化を推進します 

【住宅地】 

・既存の住宅地では、家庭での緑づくりを進めるた

め、庭木や生垣に適した樹種の紹介や手入れの方

法などを紹介する情報発信を行います。ブロック

塀を生垣化することによって、緑の壁を形成する

とともに防災力がアップすることを紹介してい

きます。 

【商工業施設】 

・駅前などの商店街ではフラワーポットや植木鉢などを商店の看板とともに設置すること

を啓発します。 

・沿道型の商業施設では、街路樹整備や歩道の清掃活動への協力を呼びかけるとともに、店

先や駐車場等のスペースへの緑化を推進します。 

 

 Ⅱ—⑥—2 市民との協働により、みんなで緑を育てる施策を推進します 

（1）緑の活動への助成 

緑豊かなまちづくりと良好な生活環境の保全および改善を目的に、社会的に意義が認めら

れる緑化について、経済的、技術的に助成を行うなどの支援体制の充実を図ります。 

【北名古屋市都市緑化推進事業補助金制度】 

本市では、愛知県が行うあいち森と緑づくり都市緑化推進事業に基づく間接補助事業と

して、市民、事業者等が行う優良な緑化事業に対し、予算の範囲内で補助金を交付するこ

とにより、民有地の緑化を推進することを目的としています。 
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■北名古屋市都市緑化推進事業補助金交付要綱 

 

 

 

 

 

 

 

注：平成 30 年時点 

＜自治推進事業補助金＞ 

・本市では、市民自身による積極的な市民活動の展開を促すとともに、コミュニティ相互の

連携による自助・共助の強化を進め、地域における身近な課題を地域の住民の力で解決す

ることを目的として、自治会が設置されています。 

・自治会の緑に関する活動に対して、活動推進補助の利用が可能です。 

 

■北名古屋市自治推進事業補助金交付要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：平成 30 年時点 

 

●要件 
・緑化対象面積の合計が 80 平方メートル以上の緑化工事 
•生垣の場合は、延長 50 メートル以上の緑化工事 
•以下の条件を満たすもの 

●条件（以下のいずれかのひとつ） 
1.道路から眺望できること 
2.不特定の人が立ち入って見ることができること 
3.管理者の了承のもと見ることができるなど公開性があること 

●条件（生垣設置事業の場合は以下のすべて） 
1.植栽の延長がすべて公道又は隣地境界に面していること 
2.樹木の植栽が 1 メートルにつき 2 本以上であること 
3.樹木の高さが宅地から 60 センチメートル以上であること 

●対象経費 
・屋上・壁面・空地・駐車場の緑化工事費用のうち、植栽・植栽基盤・かん水施設・

園路整備に係る費用および生垣設置に係る工事費用です。ただし、植栽は、植栽
した固体の生育期間が 2 年を見込めないものを除きます。 

■目的 

・自治推進事業に対して事業費の一部を補助することにより、地域住民のコミュニ

ケーションづくりや明るく住みよい地域づくりに寄与し、住民の必要に応じて、

親睦、相互扶助、共通課題の協同解決等を行い、安定した自治会運営を目的とす

る。 

■補助対象 

 ・自治会が行う次の事業が補助の対象となる。 

1.コミュニティ推進費 

2.会議、懇談会等の運営、管理費 

3.町内会、各種団体等の育成、助成費 

4.自治会集会施設の維持管理費 

5.その他自治推進費に関する経費 
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（2）緑のボランティアの育成 

本市では、公共的場所の環境美化および保全のための「アダプトプログラム」が導入され

ています。活動団体は現在 12 団体（個人・企業含む）で、道路の清掃や公園（鹿田第一公

園など）で活動が行われています。市からは活動のためのゴミ袋を提供しています。 

 

 

 

 

 

（3）緑の顕彰制度の充実 

まちの緑化や花のある美しいまちづくりに功績のあった、市民や学校、企業などの団体

に対する顕彰制度の充実を図ります。また、広報やパンフレットなどで、優秀事例などを

紹介することにより、市民の緑化に対する意識の向上及びまちの緑化推進を図ります。 

■緑のカーテンコンテスト（参加案内文） 

 

 

 

■緑のカーテンコンテスト受賞者（北名古屋市 HP） 

 

 

 

 

 

 

 

（4）緑のイベント、環境教育、情報発信の推進 

緑に対する啓発普及活動の活性化は、各種の緑化施策への理解・参加のきっかけをつく

るという意味で重要な要素となります。親子で参加できるイベントや名古屋芸術大学など

地域の学校などと連携した若者主体のプロジェクトなど、未来を担う若者の参加を図り、

緑のイベントや環境教育の推進に努めます。 

■北名古屋市公共施設アダプトプログラム（里親制度）実施要綱の抜粋【目的】 

・市が管理する道路、公園等の公共施設（以下「公共施設」という。）を市民等が

公共施設の里親となって美化活動等を行うアダプトプログラム（里親制度）の

実施に関し必要な事項を定めることにより、環境美化に対する市民意識の高揚

を図り、もって市民との協働によるまちづくりを推進することを目的とします。

・省エネを推進しながら、暑い夏を涼しく快適に過ごすため、日当たりのよい窓辺にゴ

ーヤやアサガオなどのつる性の植物を植栽し、緑のカーテンを作ってみませんか！ 

・コンテストに参加し、実施報告書を提出していただける方に、ゴーヤやアサガオの苗

を 1 世帯 4 株、先着 80 世帯に無料で配布します。 
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また、公園の紹介やイベント情報のほか、四季の花の開花情報などを発信し、公園の利

活用を促進するとともに、多くの市民に緑に対する関心を深めてもらい、緑化推進および

緑に対する意識の向上に努めます。 

■植樹イベントの開催 
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 ６－３ 農地の多面的な機能を活用し、潤いとゆとりのある暮しにつな 

げます 

農地の多面的な機能を活用し、潤いとゆとりのある暮しにつなげるための具体的な取組を設定し

ます。 

   【基本方針】                                   【具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ—① 生産緑地地区の指定条件の見直しを検討し、名古屋市近接都市にあって農と

共存する快適でゆとりのある居住環境を形成します。 

 

・市街地内農地は、緑豊かな住環境を形成するだけでなく、災害時の一時的な避難場所や延焼

防止、交流・体験空間としての活用など、暮らしに必要となるオープンスペースとして捉え、

大都市近接にあって農と共存する快適でゆとりのある居住環境を形成します。 

・市街地内の生産緑地地区は、オープンスペースの少ない市街地内において貴重な存在である

ことから保全を図ります。また、生産緑地法の改正にあわせた運用の見直しや建築規制の緩

和などを検討し、身近な空間での農のある風景を形成します。 

・市街化調整区域の農地は、食料生産基盤であると同時に、良好な田園景観を形成しているほ

か、生き物の生息場所となっているなどさまざまな機能を果たす緑地であることから、保全 

Ⅲ 農地の多面的な機能を活用

し、潤いとゆとりのある暮

しにつなげます 

①生産緑地地区の指定条件の見直しを検討

し、名古屋市近接都市にあって農と共存

する快適でゆとりある居住環境を形成し

ます 

②食育の場の提供など農のもつ多面的な機

能を総合的に体験できる、都市農業を取り

込んだ空間の整備検討を進めます

③市民が身近に農とふれあう場として市民

農園やレジャー農園の充実を図ります 

④災害時の避難場所や遊水地として農地を

活用します 

⑤大気や水環境の保全、生態系維持機能の場

として農地を活用します 
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を図ります。 

・農地を利用し維持していくためには、後継者不足な

どの問題があることから、農地の集積や市民農園等

の整備など柔軟な対応を図り、農地の活用を推進し

ていきます。 

 

 

 Ⅲ—② 食育の場の提供など農のもつ多面的な機能を総合的に体験できる、都市農業

を取り込んだ空間の整備検討を進めます 

 

都市計画マスタープランでは、重点的都市づくり施策の１つとして「農地の多面的な機能を活

用した都市づくり」を以下のように設定しています。また、都市づくり施策図で拠点となる都市

農業の振興を農地活用の施策として挙げています。 

 

 

・活用を推進する農地の活用方策として、子どもから高齢者まで幅広い世代を対象とした、

野菜栽培や収穫体験などの都市農業を通じた交流や生きがいづくりの場（にぎわい農園）

を提供する空間の整備を検討します。 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 身近な農地とともに暮らすまち 

→利便性の高い都市的な暮らしのなかに、多面的な機能をもつ農地が身近に存在し、都市

と農地が共存した魅力的な居住環境があるまちを目指します。 

Ⅱ 都市農業で活力を生むまち 

→都市農地を多面的に活用し、地域の交流の場としての利用を検討しながら、市内外の人

も巻き込んで、農作物を通じて本市の活力を生み出すまちを目指します。 

Ⅲ 農を活かした新たな産業を生み出すまち 

→これからの本市の農業のあり方を牽引するような影響力のある都市農業の振興により、

農業のみならず、農業を活かした新しく魅力的な産業も生み出すまちを目指します。

■田植えをする子どもたち 
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■都市づくり施策図（健康ドーム周辺）                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北名古屋市第二次都市計画マスタープラン 

 

 

 

 

 

④都市農地を活かした高質な市街地の整備 

⑦防災拠点の形成 
①拠点となる都市農業の振興 

⑥新設都市計画道路の計画 

※現在の農地を活かしなが

ら、都市農業の振興を図り

ます。 
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 Ⅲ—③ 市民が身近に農とふれあう場として市民農園やレジャー農園の充実を図ります 

【レジャー農園】 

・市民が野菜の栽培などの農作業を通じ、自然にふれあうことや農業に対する理解を深める

ことを目的に、レジャー農園を開設しています。 

・レジャー農園は、市街化区域及び市街化調整区域内に点在して 45 箇所整備されています。

（配置は現況調査参照） 

・これらは、市による整備・管理とあわせ、民間企業による整備・管理が行われています。 

・空き地等を活用したレジャー農園の整備により、身近な緑の拠点づくりを進めます。 

■熊之庄屋形レジャー農園（公共） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■北名古屋市のレジャー農園（公共）の利用手続き（平成 30 年現在） 

項   目 概    要 

利用期間 3 年間 

利用できる農園 一世帯 2 区画とします。 

利用料 1 平方メートル当たり年間 200 円。ただし、10 月以降に利用された場合

は、1 平方メートル当たり 100 円。 

水道設備 水道設備がある農園で、水道を利用する場合は、上記の金額に年間 1 千円

を加算した額。ただし、 10 月以降に利用された場合は 500 円。 

対象者 市内在住の者 

申込み 空いている農園があればいつでも可（随時） 

申込者 本人（代理申請可） 

申込先 商工農政課（東庁舎 3 階） 

資料：北名古屋市ホームページ 
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 Ⅲ—④ 災害時の避難場所や遊水地として農地を活用します【防災協力農地登録制度】 

・防災協力農地は、地震災害が発生した場合に、農地所有者の協力により、農地をあらかじ

め登録することによって、市民の避難空間としての活用と、災害復旧用資材置場を確保す

ることを目的とした制度です。 

・本市においても今後検討を進めます。 

【事例（名古屋市）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○登録対象農地 

・防災協力農地として登録の対象となる農地は、次の各号のいずれかに該当するものです。

（平成 29 年 7 月より要件を緩和しました。） 

１. 300 平方メートル以上の規模の農地 

２. 隣接する農地で合計 300 平方メートル以上の規模の農地 

３. すでに登録されている防災協力農地に接する農地 

○用途 

・地震災害発生時の一時避難空間や災害復旧用資材置場などとして使用します。 

○登録期間 

・3 年（初回は登録日から 2 年を経過した日後の最初の 3 月 31 日までとします。その後

は、期間満了時までに、登録者から更新しない旨の意思表示があった場合を除いて、さ

らに 3 年間登録を自動的に更新し、以後も同様となります。） 

○地震災害時の使用 

・避難空間：地震災害発生時には、一時避難場所として自由に市民が使用できます。 

・災害復旧用資材置場など：一時避難場所としての使用終了後には、市が災害復旧用資材

置場として使用できます。 

  ○使用期間 

・2 年以内。（ただし、登録者の同意を得て延長することがあります。） 

  ○補償及び土地使用料等 

・平常時は無償です。（地震災害時に使用した場合には、その使用実態に応じて土地使用料

及び農作物補償をお支払いします。） 

  ○標識の設置 

・防災協力農地として登録した農地には、必要に応じて標識を設置します。 
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 Ⅲ—⑤ 大気や水環境の保全、生態系維持機能の場として農地を活用します 

・都市部において農地は、大気や水環境の保全機能を有しています。また、農地における生

態系は、農作業など人の働きかけによる影響を受けて成り立っている環境であり、多様な

動植物の生息空間となっています。これら都市農地の保全を図るとともに、都市農地の保

全・活用を推進します。 

 

【都市農地の環境保全・活用展開例】 

1.生態系に配慮した工法で生物多様性の向上を図る（ハード的対応） 

水田魚道やよどみ、ビオトープなどこれまでの水田整備ではない工法によって生物の生

息環境を拡大する。 

2.環境保全型農業への農家の理解と協力（ソフト的対応） 

化学肥料や農薬の不使用、あるいは冬期湛水、深水灌漑といった環境保全型農法に関す

る地域の協力体制づくりを進め、地域全体として生物多様性の向上を図る。 

3.ブランド米としての認定 

こうした取組みで作られた米を例えば「コウノトリを育むお米」など、安全・安心、自

然配慮といった付加価値をつけブランド化する。 

4.６次産業への展開 

活動やブランド米のＰＲを通して地域全体のイメージアップを図り、子どもたちへの教

育、都市と農村の交流、観光、流通ルートの開拓など地域経済への貢献を図る。 

■水田の生態系ピラミッド 

 

 

 

 

 

 

（全国水土里ネット、特定非営利活動法人 田園社会プロジェクトホームページ「水田の生物多様性」より） 
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 第 7 章 緑化重点施策 

 

 7－１ 緑化重点地区 

１. 緑化重点地区の抽出 

・緑化重点地区は、現都市緑地法において緑の基本計画に位置づけることとされている地区

であり、本計画のテーマである「緑・農・人がつながり楽しく快適に暮らせるまち」の実

現を目指すために、モデル地区を指定して都市緑化を積極的かつ重点的に推進する地区で

す。緑化重点地区では、都市公園事業等の公共施設による緑化とあわせて、住民や企業に

よる民有地の緑化や施設の運営参画など、行政・市民・企業等が連携した取り組みを重点

的に推進します。 

・本計画では、計画の基本方針 3 として掲げた「農地の多面的な活用の推進」を図る地区を

緑化重点地区として５地区を設定しました。これらの地区は、緑化重点地区の候補地要件

である「⑧都市公園等を核として都市住民の憩いの場の創出を図る地区」「⑨公共施設と

民有地の一体的な緑化及び景観形成により良好な環境の保全及び創出を図る地区」に該当

しています。 

・実現に向けては、各地区の各種条件を詳細調査した上で、最終的に実施計画に移行してい

くものとします。 

■緑化重点地区の候補地要件（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：新編 緑の基本計画ハンドブック 

① 駅前等都市のシンボルとなる地区 

② 特に緑の少ない地区 

③ 風致地区などで都市における風致の維持・創出が特に重要な地区 

④ 避難地の面積が十分でない等防災上課題があり、緑地の確保及び市街地の緑化を行

う必要性が特に高い地区 

⑤ 緑化の推進の住民意識が高い地区 

⑥ 市街地開発事業等の予定地区 

⑦ 緑地協定の締結の促進等により良好な住宅地の形成を促進する地区 

⑧ 都市公園等を核として都市住民の憩いの場の創出を図る地区 

⑨ 公共施設と民有地の一体的な緑化及び景観形成により良好な環境の保全及び創出

を図る地区 

⑩ ヒートアイランド現象の緩和等都市環境の改善が必要な地区 
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（抽出したエリアの概要） 

① 健康ドーム周辺 

・市の健康・防災拠点として位置づけがある健康ドームに隣接しており、連携した活用が期  

待できるエリアである。 

② 文化勤労会館周辺 

・文化会館や公園、プールが整備されており、公共施設と一体的な農地の活用推進により、 

本市の交流拠点としての機能向上が図られるエリアである。 

③ 熊之庄（生産緑地）周辺 

・市民プール跡地の活用の検討が進められており、本市の北東エリアの魅力向上が期待でき 

るエリアである。 

④ （仮称）鹿田中央公園周辺 

・鹿田雨水調整池の整備が計画されており、その上部の効果的な利活用の検討を図る必要が 

あるエリアである。 

⑤ 高田寺（生産緑地）周辺 

・まとまった生産緑地があるエリアであり、農地の多面的な活用が期待できるエリアである。 

⑥ 沖村西部（生産緑地）周辺 

・土地区画整理事業により農地を集約化した地区であり、まとまった生産緑地を保全しつつ、

農地の多面的な機能を発揮することが期待できるエリアである。 

 

■緑化重点地区の位置 

緑化重点地区 

公園・広場 

生産緑地 

Ｎ 

西春駅 

上小田井駅

②文化勤労会館周辺 

③熊之庄(生産緑地)周辺 

①健康ドーム周辺 

⑤高田寺(生産緑地)周辺

④(仮称)鹿田中央

公園周辺 

⑥沖村西部(生産緑地)周辺

徳重・名古屋芸大駅 
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2. 緑化重点地区の整備方針 

・緑化重点地区のテーマおよび整備方針は、先に示した 5 か所の緑化重点地区共通事項とし

て以下のように設定しました。 

・整備方針の展開にあたっては、都市緑地法の改正により緑地の定義に「農地」が含まれる  

ことが明記され、都市緑地法の対象となったことを踏まえ検討を進めました。 

・にぎわい農園の展開メニューについては、地域の状況に合わせ、選択して実施します。 

             ■緑化重点地区のテーマと整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■緑化重点地区での「にぎわい農園（都市農業を取り込んだ空間）」の展開イメージ例  

体験農園 バーベキュー広場や農園カフェレストラン 

  

市民が集う広場・遊び場 特産品市場 

  

農を活用した健康・防災・憩いの交流拠点づくり 

・農地としての保全を踏まえつつ、健康づくりや憩いや交流、体験の場、生きがいづくりの場

としての農地の活用を推進し、市民が健康、快適に暮らせる都市環境を創出します。 

・従来の貸農園に加え、AI や IoT の技術を導入したスマートな農業や、地域の特産となるような野

菜・果物の栽培など特徴のある都市農業が体験できる“にぎわい農園”の整備を検討します。 

・農地の水源涵養機能やオープンスペースとしての機能を活かした防災拠点を形成します。 

・各地区は、本市における主要な交流拠点を形成する地区であり、既存施設や地域のまちづく
り計画と連携して緑の拠点を形成し、周辺施設との緑のネットワークづくりを行います。 

・緑のネットワークは、既存道路や河川を基本に、街路樹の植栽や歩道舗装の       
美装化を図るとともに、市民協働により沿道の緑化を推進します。 
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 7－2 生産緑地地区 

本計画では基本方針 3 において、「潤いとゆとりをもたらす農地の多面的な機能を活用し

ます」としており、市街化区域内農地である生産緑地地区は、それを実現する重要な緑地と

なります。生産緑地地区の今後の取り組みについて重要な施策ととらえ整理します。 

 

１. 生産緑地地区の目的 

・公害や災害の防止、農業と調和した都市環境の保全等良好な生活環境の形成に役立つ農地

の計画的な保全を図るために設けられた制度です。 

 

２. 各種計画における生産緑地地区の位置づけ 

（1） 第 2 次北名古屋市総合計画 

  ・めざすまちの姿として、「市民の誰もが、快適な生活環境の中で心も体も健康で生き生きと

安心して暮らし続けることができるまちとし、その実現に向けて、市民と行政が共同してま

ちづくりを進めていく」としています。 

・都市農地の考え方については、「リニアインパクトや企業誘致などによる都市的土地利用へ

の転換などと併せ、市内に広がる農地の地域バランスを考慮しながら、農地の持つ緑地や保

水などの多様な機能を活かし、都市と農地が共存できる土地利用を図ります。」としていま

す。また、都市基盤分野の方針である「快適で利便性の高い街づくり」において、「生産緑地

地区を適正に保全するとともに、都市農地のあり方を検討します。」と位置づけています。 

 

（2） 北名古屋市都市計画マスタープラン 

 ・本市の将来的な都市づくりの考え方について、『本市ではめざすまちの姿である「環境快適

都市」～誰もがいきいきと安全・安心に暮らせるまち～を実現するため、「集約された都市

の中で、活力ある産業を育むとともに、都市と農地の共存による豊かで潤いのある高質な都

市づくり」を目指す』としています。 

・重点的都市づくり施策の 1 つとして、「農地の多面的な機能を活用した都市づくり」を設定

し、潤いやゆとりをもたらす農地が共存した特徴のある魅力的な都市づくりに向けて生産緑

地の保全や、都市農地を活かした高質な市街地の整備に取り組むとしています。 

 

（3） 北名古屋市都市農業振興基本計画（案） 

・大規模近郊という北名古屋市の地理的特性を活かした都市農業の振興を図るとともに、地域

防災・減災、地域コミュニティーの活性化や豊かで良好な都市環境の形成など多様な機能を 
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持つ都市農地の保全を図ることを目的に策定されています。 

 

（4） 地域防災計画 

・北名古屋市地域防災計画（平成 30 年 2 月）の災害予防計画において、「都市内に残された

緑地は、災害時における遮断地帯、緩衝地帯、避難地等として、有効に機能するものです。

また、市民の健康で安全な生活環境を確保するためにも、良好な自然環境を有する緑地は積

極的に保全していく。」と位置づけされています。農地に限定した記述ではないが、農地は

災害時のグリーンインフラ機能を有しており、都市型水害への防災対策としての保全維持が

望まれています。 

 

３. 法改正について 

生産緑地地区に関わる法改正の主な事項は以下のとおりです。 

 

（1）生産緑地法の一部改正 （平成 29 年 6 月施行） 

・面積要件について条例により 500 ㎡→300 ㎡まで引き下げが可能。 

・生産緑地地区に設置可能な建築物として、農産物等加工施設、農産物直売所、農家レストラ

ンを追加。 

・特定生産緑地制度により、生産緑地所有者の意向を基に、市は当該生産緑地を特定生産緑地

として指定。指定された場合、市に買取り申出ができる時期は「生産緑地地区の都市計画の

告示日から 30 年経過後」から、10 年延期。10 年経過後は、改めて所有者の意向を得て、

繰り返し 10 年の延長が可能。 

・運用指針の改正により、街区単位で一団とみなせることとなる隣接要件の緩和（個々の農地

は 100 ㎡以上）。 

 

（2） 都市緑地法の一部改正 

・緑地の定義に「農地」が含まれることを明記し、都市緑地法の諸制度の対象とすることを明

確化。（平成 29 年 6 月施行） 

・「緑の基本計画」において、計画の法定記載事項として生産緑地地区内の緑地の保全が追加。

都市農地を計画的に保全し、農地を緑地として政策的に組み込むことが可能。（平成 30 年

4 月施行） 
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（3）都市計画法一部改正 （平成 30 年 4 月施行） 

・新たな用途地域の類型として田園住居地域を創設し、地域特性に応じた建築制、農地の開発

規制に対応。 

 

４. 北名古屋市における生産緑地地区の現況 

 

  ① 分布状況 

・市街化区域内農地について現状の分布状況を次ページの図に示します。 

・生産緑地地区は、現状において一団となった農地 500 ㎡以上が要件ですが、生産緑地法改

正の考え方を踏まえ、面積毎で生産緑地指定の有無を区分し表記しました。生産緑地地区は、

市街化区域全域で広く分布していますが、市の東部地域に指定がやや多く見られます。市街

化区域内農地の内、約 20％が生産緑地地区として指定されています。また、団地数として

は 199 となっています。 

② 経年的な動向 

・農地所有者の高齢化や世代交代が進んでおり、生産緑地買取り申出の相談が増えつつありま

す。所有者によっては税金対策として受け止められており、本来の法の目的とずれが生じて

いる場合があります。法の目的からして、できるだけ短期的な指定解除などは好ましくあり

ません。 

    ③ まちづくりへの運用 

・生産緑地地区は、まちづくりの観点からは将来的な公共施設用地への転換がはかられやすい

スペースであるとともに、運用の方法によっては公園緑地（環境保全、レクリエーション、

防災、良好な景観形成）に準じるスペースとしての機能が確保できます。近年、生産緑地地

区を活用し、公園整備の実施を予定する区域もあります。 

④ 緑の保全、緑被率の確保 

・都市の快適性の指標の 1 つである緑被率の向上にも生産緑地は重要です。現況調査結果よ 

り本市全域の緑被率は約 25％です。緑被率は、地域環境によりさまざまですが、一般に市

街地では 30％の緑被率が望ましいとされています。本市では市街地内に農地が残存してい

ることや市街化調整区域の農地により比較的緑被率は確保されていますが、今後、市街化の

進展により緑被率が減少する可能性があります。 
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■現況の生産緑地（一筆当たりの面積規模で表示、生産緑地地区のみ） 
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■市街化区域内の農地の分布（一筆当たり面積規模で表示、一般農地+生産緑地地区） 
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５. 生産緑地地区の位置づけと課題 

 

（1）北名古屋市の生産緑地の位置づけ 

・都市と農地の共存を目指す本市の都市づくりにおける実現施策 

・市街地に残る貴重なオープンスペースであり、将来的な公共施設用地及び公園緑地に準じる

スペース（都市環境向上、レクリエーション、防災、良好な景観形成） 

・市街地内の緑被率の確保に向けて重要となる緑地 

・公害や災害の防止に役立つ緑地 

 

 （2）生産緑地地区に関する課題と方向性 

① 生産緑地地区の保全、指定の推進 

・生産緑地地区の目的は、公害や災害の防止や農業と調和した都市環境の保全であり、市街地

における災害時の活用や憩いの場、農体験による交流、良好な景観の形成など、安全・安心、

魅力あるまちづくりに役立てていくことが可能です。都市と農地の共存は本市のまちづくり

の目標として位置づけられており、生産緑地の保全推進、効果的な運用は重要な施策となり

ます。 

 

  ② 将来的な公共施設用地や公園緑地に準じたスペースとしての保全、活用 

・生産緑地地区は、将来的な公共施設用地及び公園緑地に準じるスペースとしての位置づけを

踏まえ、計画的にまちづくりに取り込んでいく必要があります。このため、本計画で示した

緑化重点地区や公共施設用地として用地確保が求められる地区においては、計画的に生産緑

地地区の指定を誘導していくことが求められます。 

 

  ③ 生産緑地地区の理解促進、啓発活動の検討 

・生産緑地地区の運用にあたっては、制度の目的を市民や営農者に正しく理解していただいて

おらず、営農環境の変化で軽易な指定解除が発生しているケースがあります。広報活動や講

演会等により、営農者サイドからも、まちづくりからもメリットのある施策であるという理

解を深めていただけるよう、啓発活動を検討していく必要があります。 

   

④ 多面的な活用の推進 

・昨年度の生産緑地法改正では、生産緑地地区に設置可能な建築物として、農産物等加工施設、

農産物直売所、農家レストランが追加され、より多面的な活用が可能となりました。緑地・

オープンスペース確保の観点からは、本市は、都市公園や公共の緑が少なく、農地の多面的 
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な活用は有効な施策となります。施策推進に向けて、各種まちづくり計画、農業施策、農業

団体との連携を図っていく必要があります。 

 

  ⑤ 買取り申出への対応 

・生産緑地地区の買取り申出は、生産緑地地区指定されてから 30 年経過後、または、営農が

できなくなった場合、可能となります。営農ができなくなった場合は、場所によっては不足

する公園や公共施設等の将来用地として確保していくことが有効と考えられます。そのため

には、明確な将来公共用地としての位置づけが必要となりますが現時点ではその明確な位置

づけがありません。また、規模、形状により公共用地として利用しづらい場合も多く、土地

交換制度なども含めて望ましい方法を検討していく必要があります。 

 

⑥ 法改正に伴う面積要件緩和による指定推進 

・今回の法改正により生産緑地の面積要件緩和が可能となりましたが、そのためには条例の改

正が必要であり、緩和するメリットを整理する必要があります。 

・例えば、生産緑地が都市においてあるべきものとして位置づけを進めるにおいて、道連れ解

除への効果がどれくらいあるのか検討することが必要です。現況における試算では、道連れ

解除が発生する可能性のある団地は 92 団地であり、面積要件を 500 ㎡から 300 ㎡に下

げた場合、道連れ解除は約 20％減らすことができる試算となります。また、引き下げによ

って新規生産緑地地区の増加も期待できます。 

 

⑦ 農地所有者の意向調査の実施 

・都市と農地の共存に向けては営農者の意向調査を行い、指定継続に向けての意向や営農に対

する課題などを確認し、今後の市街地整備への反映や生産緑地面積要件緩和に向けての材料

として検討していくことが必要です。また、その際、本市の農地にかかわるまちづくりの方 

針や生産緑地法改正の内容等について営農者に理解していただき、その上で判断していただ

くことも効果的であると考えられます。 
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６. 農地活用に向けてのイメージ、事例（参考） 

・農地の多面的な活用としては、以下のような活用が考えられます。以下に事例を掲載しま

す。（出典: 都市農地センターホームページ：http://www.tosinouti.or.jp/index.html） 

 

●都市農業者の担い手育成 

●体験、交流（公園、広場、プレイパーク活動、各種農園、福祉機能との連携） 

●地産地消（食育の場、農産物等加工施設、農産物直売所、農家レストラン、マルシェ） 

●防災 

 

 

●都市農業者の担い手育成 

大阪府堺市：金岡まちづくりの会 

・概要 

地元農家の間で地区の将来を考える機運が高まり、平成 12 年に「金岡まちづくりの会」

が結成された。農を支える地域の輪を広げるため、自治会、水利組合、JA、市議会議員、大

学、行政等に呼びかけ、「金岡まちづくり推進協議会」を組織し、農空間づくりプラン事業

を実施。平成 19 年には農道整備などが評価され、農林水産大臣表彰を受賞。現在も毎年、

地元の小中学生、住民、周辺の都市住民による田植え・稲刈り・収穫祭イベント、コスモス

定植を行っている。 

・ポイント 

金岡まちづくりの会を中心とし、17 年間も都市住民と継続した取り組みが、市民の理解・

支持基盤を構築し、新しい地域の将来像に向けた地域コンセンサスの形成に効果を発揮。都

市農業を支える地域コミュニティーの醸成に貢献している。 
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●体験、交流 

神奈川県伊勢原市（アグリパーク）：シェア畑/アグリパーク伊勢原 

・概要 

神奈川県伊勢原市の郊外にある「アグリパーク伊勢原」は、

各地で市民農園開設事業を手掛ける株式会社アグリメディア

が運営するレジャー農園である。「シェア畑」とは、アグリメ

ディア社が首都圏を中心に展開する貸農園システムである。

遊休農地・遊休地をリメイクし、都市住民が手軽に野菜作り

を楽しめる農園としてサービス提供するもので、畑には、種

や苗、機具、資材などが用意されており、利用者は手ぶらで

来ても楽しめる。また、農作業経験が無くても、経験豊富な

アドバイザーのサポートを受けることができ、多品目の野菜

を収穫できるシステムとなっている。 

・ポイント 

レジャー感覚の農作業、レクリエーション施設としての農園、という都市生活者の新たな

スタイルにマッチしている。 

 

 

 

静岡県浜松市：ぶどう園音楽会 

・概要 

「ぶどうが実った農園内で音楽会を開催したい」という市民の思いから、2010 年に開

始。ハウスの中にぶどう棚があることで雨天でも実施可能である。 

本プログラムは、ハウスを中心とした「音楽の演奏」をはじめ、農園全体の敷地と施設を

フル活用して、農業関係者による「講演」小松菜や枝豆などの「収穫体験」、子供も参加でき

る「体験講座」等を実施。そのほかに飲食店も出店し、子供から大人まで楽しめるイベント

を通じた交流の場が設けられている。 

・ポイント 

ぶどう農園と地元の事業者が協働で、地域住民に憩いの場を提供するとともに、農産物の

収穫、都市農業の啓発活動も行っている。 
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●地産地消 

大阪市中央区：谷町空庭/大阪ぐりぐりマルシェ実行委員会 

・概要 

造園デザイン事業をする谷町空庭代表の方が、事業で家庭菜園づくりなどを進める中、マ

ルシェを手伝う機会があり、農家と消費者がつながることに興味を持ったことがきっかけで

ある。マルシェを通じて、農家や農作物を加工調理する生産者と消費者が、顔の見える関係

となることで、食の安全を自ら守る意識を持つことができる。 

農に触れる機会が少ない都市住民にとって、生産者と交流することは、自分たちが食べる

食品について考えるきっかけとなり、農家にとっては新しい顧客を生み、販路を広げるきっ

かけの場となっている。 

・ポイント 

 地元や近隣地域の生産者が生産した安心・安全な農

作物やそれを使用した加工食品など、地場産商品を大

事にしていることに加え、農に触れる機会の少ない都

市部の消費者に食への意識向上を促している。 

 

●防災 

東京都練馬区：農業体験農園「緑と農の体験塾」 

・概要 

都市農業が盛んな東京都練馬区で農業を営む主催者が全国に先駆けてカルチャーセンタ

ー方式の農業体験農園「緑と農の体験塾」を開園。年間 150 名を超える塾生を受け入れ、

楽しい野菜作りと、理論に基づいた農業指導を行っている。 

その傍らで、町会長として都市農地を活用した防災活動にも取り組んでおり、300 名を

超える地域住民が参加する炊き出し訓練を実施。普段は体験農園の農具置き場や講習用テー

ブルを炊き出し会場にしている。農業用の井戸も防災用に活用できるよう、防災マニュアル

の作成や町内での協力体制も整えている。 

・ポイント 

農業体験農園では、通常の農地と異なり、日頃より農園主と地域住民が直接顔を合わせ、

さらに町会組織とも連携を図り、コミュニケーションをとっていることから、地域における

災害直後の協力体制等、防災機能がより強力に発揮されることが期待される。 

 

炊き出しの様子 
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 第８章 施策の推進に向けて 

 

 ８－１ 施策の方針図・整備量 

   

前章までの施策を「施策の方針図」として次ページに示します。なお、目標年次における全体数量

についても参考として 8-3 頁に添付しました。 
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行政区域 

緑化重点地区 

（交流拠点となる緑） 
『快適歩行空間』

まちの顔となる緑 

河川 公園・広場（既設） 

公園・広場（計画） 

市街化区域 

児童遊園 

社寺林 

条例等によるもの 

街路樹 

生産緑地 

庁舎（公共施設緑化推進拠点） 

道路 

岩倉市

一宮市 

清須市 

小牧市

豊山町

名古屋市
北区

名古屋市
西区

東庁舎 

徳重・名古屋芸大駅周辺 

文化勤労会館周辺 

西庁舎 

健康ドーム周辺 

高田寺（生産緑地）周辺 

Ｎ 

コッツ山公園 

池田公園

中島公園 
迎島公園 

鹿田第１公園 

二子中央公園 

前野公園 長月公園

大坪公園

地蔵公園
北出公園

御申塚公園

ふるさと広場 

西春駅西公園

鹿田坂巻水野公園

沖村西部 1 号公園 

西春駅 

一
級

河
川

合
瀬

川
 

一
級

河
川

鴨
田

川
 

一
級

河
川

水
場

川
 

西春駅周辺

徳重・名古屋芸大駅 熊之庄（生産緑地）周辺

総合運動広場 

（仮称）鹿田中央公園周辺 

沖村西部２号公園 

沖村西部（生産緑地）周辺 

能田中央公園 

施策の方針図 
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（参考） 

■緑地の整備目標総括表（整備量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年　　　　　次

備考

緑　地　種　別 ヶ所 面積(ha) ㎡／人 ヶ所 面積(ha) ㎡／人 ヶ所 面積(ha) ㎡／人 ヶ所 面積(ha) ㎡／人 (2029新設計上)

15 4.09 0.53 15 4.09 0.48 18 5.59 0.71 19 5.84 0.68
鹿田中央、沖村1号・2号、中

之郷周辺　4箇所想定

15 4.09 0.53 15 4.09 0.48 18 5.59 0.71 19 5.84 0.68

0 0.00 0.00 1 0.14 0.02 0 0.00 0.00 1 0.14 0.02

公園( 都市公園)　計 15 4.09 0.53 16 4.23 0.50 18 5.59 0.71 20 5.98 0.69

広場( 公共施設緑地) 139 18.58 2.39 191 35.18 4.14 141 19.58 2.47 194 37.18 4.31
緑化重点地区の都市公園以外

(農地活用等)3箇所想定

公園・広場(都市公園等)合計 154 22.67 2.91 207 39.41 4.64 159 25.17 3.18 214 43.16 5.00

 民　間　施　設　緑　地 73 10.38 1.33 86 13.15 1.55 73 10.38 1.31 86 13.15 1.52

 施　設　緑　地       計 227 33.05 4.25 293 52.56 6.19 232 35.55 300 56.31

1 0.05 1 0.05 1 0.05 1 0.05

生産緑地地区 466 19.78 466 19.78 466 19.78 466 19.78

河川区域 6 21.97 10 43.35 6 21.97 10 43.35

 法によるもの 　   　計 472 41.80 476 63.18 472 41.80 476 63.18

　小　　　　　　 　計 473 41.80 477 63.18 473 41.80 477 63.18

 地域制緑地間の重複 0.00 0.00 0.00 0.00

 地  域  制  緑  地  計 41.80 63.18 41.80 63.18

 施設・地域制緑地間の重複 0.48 0.55 0.48 0.55

 緑　　 地　　 総　　 計 74.37 115.19 76.87 118.94

市街化区域人口 77,852 人 市街化区域人口 79,246 人

都市計画区域人口 84,906 人 都市計画区域人口 86,300 人

市街化区域面積 1,210 ha 市街化区域面積 1,241 ha

都市計画区域面積 1,837 ha 都市計画区域面積 1,837 ha

6.1 ％ 6.2 ％

6.3 ％ 6.5 ％

都市公園 0.5 ㎡/人 都市公園 0.7 ㎡/人

都市公園等 4.6 ㎡/人 都市公園等 5.0 ㎡/人

目標水準で使用した値

都市計画区域に対する割合 都市計画区域に対する割合

都市緑地

　　　　　現　　況　　（2017年度） 　　　　　目標年次　　　（2029年度）

市街化区域 都市計画区域 市街化区域 都市計画区域

整　備　量 整　備　量 整　備　量 整　備　量

市街化区域面積に対する割合

（住民一人当たり面積）

街区公園

条例等によるもの

人                     口

面                     積

緑  地  率

市街化区域面積に対する割合

住区基幹公園
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8－2 施策の推進に向けて 

１．市民協働によるまちづくり 

緑の基本計画（緑の将来像：緑・農・人がつながり 楽しく快適に暮らせるまち 北名古屋

市）を総合的かつ計画的に推進するためには、取組みの主体となる行政・市民・事業者がそれぞ

れの役割を認識しつつ、協働体制をつくり実行していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■緑のまちづくりにおける役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市 民

事 業 者 行  政

市民は、生活の中で身近な緑を育てるとともに、自らが緑づくりの主役

であることを認識し、積極的に地域の緑の保全・整備・維持管理活動に

参加します。また、自治会や子ども会などが主体となって、緑の保全・

創出に取り組むことが重要です。 

市 民

事業者は、駐車場緑化、工場外周部の緑化などの環境対策などに先進的

に取り組むとともに、自治会や市民活動団体などとの連携により、地域

に密着した緑化の推進が求められています。 

事業者

行政は、本計画の具体的な施策を推進するとともに、市民や事業者との

協働体制づくりや緑に関する活動促進の機会提供などを図り、将来像の

実現に向け環境整備を進めます。 

行 政

緑・農・人がつながり 楽しく快適に暮らせるまち 北名古屋市 緑・農・人がつながり 楽しく快適に暮らせるまち 北名古屋市
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2．計画の進行管理 

計画の進行管理は以下の事項に留意し実施します。 

   （１）計画の推進に向けての体制づくり 

・計画の推進にあたっては、担当部署である都市整備課により施策の具体展開について計画

的に検討を進めるほか、庁内の関係部署との連携や調整を随時行っていきます。また、必

要に応じて、有識者からのアドバイスの聞き取りや市民団体との協働など、計画の推進に

向けての体制の充実を図ります。 

・市民団体との協働は、アダプトプログラム参加団体や自治会など、既存の活動団体を軸と

して、できるところから少しずつ輪を広げていくようにします。 

 

（２）計画の進行管理 

・緑の基本計画の進行管理は、担当部署により社会動向や市民ニーズを踏まえつつ実施施策

の評価を行い、次年度に向けて施策の継続性、財源の確保、効率的な事業スケジュールの

設定等について検討を行います。 

・概ね５年を目安に、緑の現況や施策の進捗状況などを点検し、必要に応じて計画の見直し

を行います。 

 

（３）県や近隣市などとの連携 

・緑は市域外にも連続していることから、県や近隣市との連携を含めて、広域連携の強化に

努めます。県に対して必要な要望を行うとともに、県や近隣市が実施する各種の事業との

連携を図ります。 

 


